
志賀原子力発電所２号炉
敷地の地質・地質構造について

【データ集】

平成29年3月10日
北陸電力株式会社

本資料には商業機密または防護上の観点から公開できないデータを含んでいます。

机上配布資料-1



目 次

データ集１
試掘坑・基礎掘削面における破砕部の幅と長さの検討 ・・・・・1-1

データ集２－１
破砕部性状一覧表（陸域） ・・・・・2-1

データ集２－２
前回審査会合時点からの主な変更点 ・・・・・2-35

データ集２－３
破砕部性状一覧表（海岸部） ・・・・・2-39

データ集３－１
b-1～b-4の連続性 ・・・・・3-1

データ集３－２
b-5～b-13の連続性 ・・・・・3-13

データ集４
露頭調査結果 ・・・・・4-1

データ集５
切り合い関係を確認したボーリングコア写真 ・・・・・5-1

データ集６－１
S-1の運動方向 ・・・・・6-1

データ集６－２
S-2・S-6の運動方向 ・・・・・6-103



データ集１

試掘坑・基礎掘削面における破砕部の幅と長さの検討
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全体位置図

1号機基礎掘削面

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩⑪⑫

⑬

⑯

⑮⑭

⑰

⑱⑬

⑰

2号機基礎掘削面

○番号：試掘坑と基礎掘削面で対応が確認できた破砕部
赤字は長さ50m以上のもの
青字は長さ50m未満のもの

※1

※2

※1 スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」
に対応する。

※2 スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・
砂状破砕部」に対応する。
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（１）長さ50m未満
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試掘坑調査結果（2号炉試掘坑A） 基礎掘削面調査結果（2号機）

①～⑦

②

④

⑤

⑥

①

③

⑦

②4m

④⑤
10m

⑥4m

①3m

③3m

試
掘

坑
Ａ

(m)

左展開図範囲
0 20m

基礎掘削面スケッチ（2号機）

番号 破砕部の幅 備考
① 0.2cm

記事欄に記載の●●色粘土は，スケッチ時の記載用
語。「粘土状破砕部」に対応する。なお，周辺には固結
した粘土・砂状破砕部に対応する記載はない。

② 0.2cm
③ 0cm
④ 0.5cm
⑤ 0.4cm
⑥ 0cm
⑦ 0.2cm

番号 破砕部の長さ 備考
① 3m

基礎掘削面スケッチ上の長さ

② 4m
③ 3m
④ 10m
⑤ 10m
⑥ 4m
⑦ 4m

⑦4m

20

40

試掘坑展開図
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⑧

試掘坑調査結果
（2号炉試掘坑A）

基礎掘削面調査結果
（2号機）

⑧

試
掘

坑
Ａ

左展開図範囲
0 20m

基礎掘削面スケッチ（2号機）

番号 破砕部の幅 備考

⑧ 0cm
記事欄に粘土状破砕部や固結した粘土・砂状破砕部
に対応する記載はない。

番号 破砕部の長さ 備考

⑧ 3m以上 基礎掘削面スケッチ上の長さ

40

⑧3m以上

(m)

試掘坑展開図

50
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⑨

試掘坑調査結果
（2号炉試掘坑A）

基礎掘削面調査結果
（1号機）

⑨

番号 破砕部の幅 備考

⑨ 0.5cm
記事欄に記載の●●色粘土は，スケッチ時の記載用
語。「粘土状破砕部」に対応する。なお，周辺には固結
した粘土・砂状破砕部に対応する記載はない。

番号 破砕部の長さ 備考

⑨ 32m 基礎掘削面スケッチ上の長さ

⑨32ｍ

(m)

0 20m

試
掘

坑
Ａ

左展開図範囲

基礎掘削面スケッチ（1号機）試掘坑展開図

60

70
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⑩
⑪
⑫

試掘坑調査結果
（2号炉試掘坑E）

基礎掘削面調査結果
（2号機）

⑩～⑫

基礎掘削面スケッチ（2号機）

番号 破砕部の幅 備考
⑩ 0cm

記事欄に粘土状破砕部や固結した粘土・砂状破砕部
に対応する記載はない。

⑪ 0cm
⑫ 0cm

番号 破砕部の長さ 備考
⑩ 17m

基礎掘削面スケッチ上の長さ⑪ 17m
⑫ 17m

試掘坑展開図

左展開図範囲

⑩，⑪，⑫
17m

試掘坑Ｅ

(m)

0 20m

4050
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（２）長さ50m以上
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⑬

試掘坑Ｆ

(m
)

160m
1号機基礎掘削面で確
認した端部までの長さ

基礎掘削面スケッチ（2号機）

020

スケッチ

写真a範囲

写真b範囲

写真a

写真b

①③-1

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.5～10cm。 赤褐色ないし黄褐色を
呈する。走向傾斜はN45°E/66°NW

③-1凝灰質な細粒部※２。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。粘土
（①）に沿って部分的に認められる。厚さ1
～3cm。
表面に鏡肌・条線が認められる。

試掘坑調査結果
（2号炉試掘坑Ｆ 5～7m付近）（東側側壁）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。
※２ スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・砂状破砕部」に対応する。

この事例における破砕部の幅は13cm（①＋③-1）である。

試掘坑F
5～7m付近

この事例における破砕部の長さは160mである。

基礎掘削面調査結果
（2号機）

安山岩
（角礫質）

安山岩
（角礫質）
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試掘坑A

(m
)

147m以上

基礎掘削面スケッチ（1号機）

2040

スケッチ

写真

①
③-1

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.1～3cm。 赤褐色ないし黄褐色を呈
する。走向傾斜はN45°W/73°NE

③-1凝灰質な細粒部※２。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。粘土
（①）に沿って認められる。厚さ1～2cm。
表面に鏡肌が認められる。

⑭

試掘坑調査結果
（1号炉試掘坑A 32m付近）（西側側壁）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。
※２ スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・砂状破砕部」に対応する。

試掘坑A

32m付近

基礎掘削面調査結果
（1号機）

安山岩
（角礫質）

安山岩
（角礫質）

この事例における破砕部の幅は5cm（①＋③-1）である。 この事例における破砕部の長さは147m以上である。

1-11



試
掘

坑
C

(m
)

147m以上

基礎掘削面スケッチ（1号機）

6
0

8
0

⑮

試掘坑調査結果
（1号炉試掘坑C 68～70m付近）（北側側壁）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。
※２ スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・砂状破砕部」に対応する。

試掘坑C

68～70m付近

基礎掘削面調査結果
（1号機）

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.1～3cm。 赤褐色ないし黄褐色を呈する。走向傾斜はN70°W/80°NE。

③-1凝灰質な細粒部※２。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。粘土（①）に沿って認められる。厚さ1～2cm。
表面に鏡肌・条線が認められる。

写真

スケッチ

①③-1

安山岩
（角礫質）安山岩

（角礫質）

この事例における破砕部の幅は5cm（①＋③-1）である。 この事例における破砕部の長さは147m以上である。
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(m
)

68m以上

基礎掘削面スケッチ（1号機）

6
0

8
0

⑯

試掘坑調査結果
（1号炉試掘坑C 72～73m付近）（南側側壁）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。
※２ スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・砂状破砕部」に対応する。

試掘坑C

72～73m付近

基礎掘削面調査結果
（1号機）

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.5～2cm。 赤褐色を呈する。走向傾斜はN58°E/50°NW。

③-1凝灰質な細粒部※２。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。粘土（①）に沿って認められる。厚さ1～10cm。
表面に鏡肌・条線が認められる。

写真

スケッチ

①

③-1

安山岩
（角礫質）

安山岩
（角礫質）

試
掘

坑
C

この事例における破砕部の幅は12cm（①＋③-1）である。 この事例における破砕部の長さは68m以上である。
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試験坑d

(m
)

70m

基礎掘削面スケッチ（1号機）

試掘坑調査結果
（1号炉試験坑d）（切羽）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。なお，周辺には固結した粘土・砂状破砕部に対応する記
載はない。

試験坑d

切羽

基礎掘削面調査結果
（1号機）

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.1～3cm。 赤褐色ないし黄褐色を呈する。走向傾斜はN15°E/88°NW。

写真 スケッチ

①

⑰

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

この事例における破砕部の幅は3cm（①）である。 この事例における破砕部の長さは70mである。
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岩盤調査坑

(m
)

81m以上

基礎掘削面スケッチ（1号機）

⑱
岩盤調査坑調査結果 基礎掘削面調査結果

（1号機）

岩盤調査坑写真（全景写真）

NE→←SW
左全景写真
撮影方向

←SW NE→ ←SW NE→

No.7付近底盤写真（破砕部加筆）No.7付近底盤写真

10cm10cm

①
③-1

【破砕部の性状】

①粘土状破砕部。
厚さはフィルム状～0.5cm。
褐色～赤褐色を呈する。
走向傾斜はN30～75°W/78°NE～80°SW。

③-1固結した粘土・砂状破砕部。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。①に沿って
部分的に認められる。厚さ0～10cm。

下記写真箇所

この事例における破砕部の幅は10cm （①＋③-1）である。 この事例における破砕部の長さは81m以上である。
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データ集２－１

破砕部性状一覧表（陸域）
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断層の破砕部性状一覧表
（1/3）

破砕部の性状一覧表

名称 孔名
確認深度

（m）
標高
（m）

破砕部の幅
(cm）

破砕部の幅
平均値
（cm）

S-1

R-7 153.35 EL-142.07 17 

14

H-7 82.85 EL-66.93 ※

Sd-2 62.71 EL-6.54 11 

I-8 49.73 EL-27.83 14 

V-2 119.55 EL-96.37 13 

X-2 37.38 EL-15.99 14 

I-9 214.83 EL-186.18 10 

X-4 143.95 EL-118.01 19 

J-9 58.65 EL-34.50 8 

J-9' 28.67 EL-7.52 8 

J-9'' 29.33 EL-8.23 16 

T-1 3.34 EL-13.85 25 

T-2 2.85 EL-14.85 22 

T-3 2.55 EL-15.45 6 

T-4 2.00 EL-16.85 4 

K-10 16.95 EL15.64 8 

K-11 110.53 EL-82.67 15 

L-12.2 41.93 EL-10.97 27 

L-12.5 174.18 EL-138.38 9 

M-12.5 63.43 EL-35.33 8 

M-12.5' 51.65 EL-26.59 10 

M-12.5'' 50.00 EL-23.90 8 

N-13 11.10 EL26.53 18 

N-13' 23.39 EL15.13 26 

N-13.5' 10.90 EL29.74 23 

N-14 30.97 EL11.78 12 

N-14.5 21.31 EL26.25 11 

O-14.5 26.93 EL14.42 8 

O-16 20.36 EL12.72 18 

O-17 16.28 EL25.11 22 

O-17.3 41.82 EL8.81 16 

O-17.5 25.29 EL22.77 6 

名称 孔名
確認深度

（m）
標高
（m）

破砕部の幅
(cm）

破砕部の幅
平均値
（cm）

S-2・S-6

M-5 51.75 EL-42.00 17 

26

L-6' 13.82 EL-2.29 33 

K-5 94.44 EL-80.13 39 

K-6 39.17 EL-23.31 54 

I-5 126.15 EL-107.91 15

I-6 67.20 EL-47.27 ※

R-4.5 184.44 EL-173.37 4 

R-5 155.50 EL-144.38 14 

SC-1 36.27 EL-6.20 16 

SE-2 52.18 EL-6.46 43 

H-7 20.59 EL-4.67 20 

R-6 90.90 EL-79.67 26 

SC-4 63.65 EL-6.10 19 

R-7 28.23 EL-16.95 39 

G-7 53.85 EL-38.60 24 

F-8 26.40 EL-5.66 ※

F-8.5 8.93 EL12.13 29 

E-8.5 14.40 EL6.74 18

E-8 38.05 EL-21.91 14 

E-8.6 11.70 EL9.41 55 

E-8.7 10.09 EL10.93 56 

C-9.1 10.82 EL11.03 1

C-9.2 10.56 EL11.52 1

S-4

I-8 38.10 EL-16.20 4 

8

R-7 112.30 EL-101.02 3 

H-8 58.15 EL-38.78 ※

2X-2 24.70 EL-12.18 ※

SE-1 35.90 EL-6.29 ※

No.3 25.35 EL-6.38 16 

R-8 61.45 EL-48.34 1

2V-2 46.40 EL-33.12 8 

No.2 13.60 EL-6.37 ※

2V-3 37.30 EL-17.47 ※

R-9 19.33 EL1.72 20 

2U-4 39.45 EL-18.32 8 

2V-5 10.97 EL10.06 ※

G-9 59.44 EL-37.77 16 

No.4 10.85 EL-6.47 8 

2T-4 62.15 EL-41.00 ※

SA-2 18.28 EL-6.04 ※

2T-6 26.78 EL-5.62 ※

F-9' 107.63 EL-86.45 4 

No.1 30.15 EL-6.36 1

■破砕部の性状の一覧表を以下に示す。（断層については，幅3cm以上の破砕部に加え，断層面上に位置する幅3cm未満の破砕部やコア形状が不良で判断できない箇所も含む）。

S-1の連続性追跡ボーリングで確認した
b-5～b-13の破砕部性状一覧表

名称 孔名
確認深度

（m）
標高
（m）

破砕部の幅
(cm）

b-5 M-14' 181.96 EL-139.90 14 

b-6 M-14 361.69 EL-327.59 18 

b-7 L-13.5 293.88 EL-258.98 4 

b-8 L-13.7 314.62 EL-279.42 9 

b-9 M-13' 105.82 EL-67.90 4 

b-10
L-13.7 93.15 EL-57.94 9 

L-14' 86.71 EL-49.23 16 

b-11

L-13.5 159.03 EL-124.13 4 

L-13.7 161.27 EL-126.12 15 

L-14' 152.45 EL-113.36 6 

b-12 L-14' 158.21 EL-119.00 11 

b-13 M-14' 88.59 EL-50.41 16 

b-1～b-4の破砕部性状一覧表

名称 孔名
確認深度

（m）
標高
（m）

破砕部の幅
(cm）

破砕部の幅
平均値
（cm）

S-5

SC-2 32.68 EL-6.29 1 

2R-8 25.50 EL-12.39 2 

H-8 35.55 EL-16.18 ※

S-7

I-5 112.19 EL-93.95 25 

9

I-6 41.05 EL-21.12 ※

R-5 47.85 EL-36.73 3

R-4.5 84.20 EL-73.13 3

G-5 29.68 EL-16.02 3

S-8
G-7 51.65 EL-36.40 18

16
F-7 24.50 EL-5.10 13

S-9

J-7 13.51 EL2.97 19 

11SC-5 10.39 EL-6.13 12 

I-7 53.10 EL-32.63 2

名称 孔名
確認深度

（m）
標高
（m）

破砕部の幅
(cm）

b-1 R-4.5 55.50 EL-44.43 7

b-2 R-4.5 137.24 EL-126.17 18

b-3 R-4.5 144.80 EL-133.73 9

b-4 2V-2 191.45 EL-178.17 4

※：コアが岩片状，細片状，土砂状を呈している，あるいは掘進時のコ
ア採取不良区間，逸水により，破砕部の有無が確認できないが，周
辺ボーリング孔で確認された断層の出現深度，走向傾斜から考慮し
て，断層が連続すると判断して抽出したもの。

断層の破砕部性状一覧表
（2/3）

断層の破砕部性状一覧表
（3/3）

名称
トンネル始点

からの距離（m）
破砕部の幅

(cm）
K-2 114～121 30 

断層の破砕部性状一覧表（取水路トンネル）
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破砕部の性状確認位置図
■破砕部の性状を確認した位置（下図赤色部）について，以下に示す。

露頭調査範囲

枠囲みの内容は商業機密又は防護
上の観点から公開できません。

赤色部が破砕部を確認した位置

2-3

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

トレンチ

試掘坑・試験坑・斜坑

凡 例

水平ボーリング孔

基礎掘削面（１・２号機建設時
の掘削範囲）



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

R-7
153.35

（EL-142.07）
70°◆ 17

H-7
82.85

（EL-66.93）
－ ※

Sd-2
（水平）

62.71
（EL-6.54）

70°◆ 11

I-8
49.73

（EL-27.83）
－ 14

V-2
119.55

（EL-96.37）
N49°W/65°NE 13

S-1の性状一覧表（1/8）

62.4 62.5 62.6 62.7 62.8 62.9 63.0
（m）

49.4 49.5 49.6 49.7 49.8 49.9 50.0
（m）

119.3 119.4 119.5 119.6 119.7 119.8 119.9
（m）

◆：コア観察による傾斜

破砕部

③-1 ③-1①

③-2

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

③-2（岩片状）

③-2①

82.5 82.6 82.7 82.8 82.9 83.0 83.1
（m）

※：コア形状が不良で確認できない

152.9 153.0 153.1 153.2 153.3 153.4 153.5
（m）

③-2 ③-2①
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

X-2
37.38

（EL-15.99）
N40°W/78°NE 14

I-9
214.83

（EL-186.18）
N43°W/75°NE 10

X-4
143.95

（EL-118.01）
－ 19

S-1の性状一覧表（2/8）

214.6 214.7 214.8 214.9 215.0 215.1 215.2
（m）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

①
③-2（岩片状） ③-2（岩片状）

143.3 143.4 143.5 143.6 143.7 143.8143.2 （m）

36.8 36.9 37.0 37.1 37.2 37.336.7 （m）

37.4 37.5 37.6 37.7 37.8 37.937.3

143.9 144.0 144.1 144.2 144.3 144.4143.8 （m）

①

③-2（岩片状）

③-2（岩片状） ③-2（岩片状）

③-2（岩片状）

③-2（岩片状）③-2（岩片状） ①

2-5
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

J-9
58.65

（EL-34.50）
N36°W/80°NE 8

J-9'
28.67

（EL-7.52）
N72°W/74°NE 8

J-9''
29.33

（EL-8.23）
N83°E/73°NW 16

T-1
（水平）

3.34
（EL-13.85）

N60°W/68°NE 25

58.4 58.5 58.6 58.7 58.8 58.9 59.0
（m）

S-1の性状一覧表（3/8）

破砕部

①③-2（岩片状）

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

28.4 28.5 28.6 28.7 28.8 28.9 29.0 （m）

③-2③-1 ①

28.9 29.0 29.1 29.2 29.3 29.4 29.5（m）

29.5 29.6 29.7 29.8 29.9 30.0
（m）①

③-2

③-2 ③-1

③-1

③-2

3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 （m）

③-2 ③-2①
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

T-2
（水平）

2.85
（EL-14.85）

N62°W/65°NE 22

T-3
（水平）

2.55
（EL-15.45）

N61°W/67°NE 6

T-4
（水平）

2.00
（EL-16.85）

N62°W/71°NE 4

K-10
16.95

（EL15.64）
N69°W/66°NE 8

K-11
110.53

（EL-82.67）
－ 15

S-1の性状一覧表（4/8）

破砕部

2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9

(m)

2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0
（m）

③-2 ① ③-2

③-2 ① ③-1

1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 2.2 2.3
(m)

③-1 ① ③-1

110.3 110.4 110.5 110.6 110.7 110.8 110.9
（m）

16.7 16.8 16.9 17.0 17.1 17.2 17.3
（m）

③-2③-1 ①

③-2（岩片状）

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

L-12.2
（傾斜80°）

41.93
（EL-10.97）

N38°W/79°NE 27

L-12.5
174.18

（EL-138.38）
N85°W/66°NE 9

M-12.5
63.43

（EL-35.33）
N62°W/72°NE 8

M-12.5’
51.65

（EL-26.59）
N51°W/76°NE 10

S-1の性状一覧表（5/8）

破砕部

41.7 41.8 41.9 42.0 42.1 42.2 42.3

41.1 41.2 41.3 41.4 41.5 41.6 41.7
（m）

（m）③-2

③-1③-2

51.3 51.4 51.5 51.6 51.7 51.8 51.9
（m）

③-2①③-2

173.9 174.0 174.1 174.2 174.3 174.4 （m）

③-2 ①

① ③-1

③-1

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

63.1 63.2 63.3 63.4 63.5 63.6 63.7
（m）

③-2①③-1 ③-1
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

M-12.5’’
50.00

（EL-23.90）
N51°W/79°NE 8

N-13
11.10

（EL26.53）
N50°W/75°NE 18

N-13’
23.39

（EL15.13）
N52°W/69°NE 26

S-1の性状一覧表（6/8）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

49.8 49.9 50.1 50.2 50.350.0 50.4(m)

③-2③-1 ①

10.4 10.5 10.6 10.7 10.8 10.9 11.0
（m）

11.0 11.1 11.2 11.3 11.4 11.5 11.6
（m）③-2

③-2①

22.8 22.9 23.0 23.1 23.2 23.3 23.4
（m）

11.0 11.1 11.2 11.3 11.4 11.5 11.6
（m）③-1 ①

③-2

①

③-2

③-2

③-1
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

N-13.5’
（傾斜73°）

10.90
（EL29.74）

N87°E/73°NW 23

N-14
（傾斜73°）

30.97
（EL11.78）

N36°W/80°NE 12

N-14.5
（傾斜73°）

21.31
（EL26.25）

N55°W/84°NE 11

O-14.5
（傾斜73°）

26.93
（EL14.42）

N72°W/89°NE 8

S-1の性状一覧表（7/8）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

10.4 10.5 10.6 10.7 10.8 10.9 11.0
（m）

11.0 11.1 11.2 11.3 11.4 11.5 11.6
（m）

③-2 ① ③-1

③-1

30.7 30.8 30.9 31.0 31.1 31.2 31.3
（m）

①③-1 ③-1

21.0 21.1 21.2 21.3 21.4 21.5 21.6
（m）

③-1③-2 ③-2①

26.6 26.7 26.8 26.9 27.0 27.1 27.2

（m）

③-1 ① ③-1

③-1
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-1

O-16
（傾斜73°）

20.36
（EL12.72）

N63°W/87°NE 18

O-17
（傾斜70°）

16.28
（EL25.11）

N74°W/85°NE 22

O-17.3
（傾斜45°）

41.82
（EL8.81）

N75°W/78°NE 16

O-17.5
（傾斜45°）

25.29
（EL22.77）

N76°W/80°NE 6

S-1の性状一覧表（8/8）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

20.0 20.1 20.2 20.3 20.4 20.5 20.6
（m）

③-2 ③-1 ① ③-2

16.1 16.2 16.3 16.4 16.5 16.6 16.7

（m）

① ③-1

41.5 41.6 41.7 41.8 41.9 42.0 42.1
（m）

①③-1③-2

25.0 25.1 25.2 25.3 25.4 25.5 25.6
（m）

①③-2

③-１

③-1
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

M-5
51.75

（EL-42.00）
－ 17

L-6'
13.82

（EL-2.29）
N12°E/58°NW 33

K-5
94.44

（EL-80.13）
70°◆ 39

S-2・S-6の性状一覧表（1/7）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

◆：コア観察による傾斜

94.0 94.1 94.2 94.3 94.4 94.5 94.6
（m）

95.3 95.4 95.4 95.5 95.6 95.7 95.8
（m）

94.6 94.7 94.8 94.9 95.0 95.1 95.2
（m）

51.5 51.6 51.7 51.8 51.9 52.0 52.1
（m）

13.4 13.5 13.6 13.7 13.8 13.9 14.0
（m）

14.0 14.1 14.2 14.3 14.4 14.5 14.6
（m）③-2

③-2

①

③-2

①③-2

③-1 ③-2

③-2

③-2

③-2
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

K-6
39.17

（EL-23.31）
N35°E/60°NW 54

I-5
126.15

（EL-107.91）
－ 15

I-6
67.20

（EL-47.27）
－ ※

S-2・S-6の性状一覧表（2/7）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

125.8 125.9 126.0 126.1 126.2 126.3 126.4
（m）

38.4 38.5 38.6 38.7 38.8 38.9 39.0
（m）

39.0 39.1 39.2 39.3 39.4 39.5 39.6
（m）

39.6 39.7 39.8 39.9 40.0 40.1 40.2
（m）

①

③-2

③-2

③-2

③-2

③-2

66.9 67.0 67.1 67.2 67.3 67.4 67.5
（m）

※：コア形状が不良で確認できない
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

R-4.5
184.44

（EL-173.37）
N18°E/59°NW 4

R-5
155.50

（EL-144.38）
－ 14

SC-1
（水平）

36.27
（EL-6.20）

N24°E/44°NW 16

SE-2
（水平）

52.18
（EL-6.46）

－ 43

H-7
20.59

（EL-4.67）
N17°E/50°NW 20

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-2・S-6の性状一覧表（3/7）

③-1

184.2 184.3 184.4 184.5 184.6 184.7 184.8（m）

（m）

20.2 20.3 20.4 20.5 20.6 20.7 20.8

155.2 155.3 155.4 155.5 155.6 155.7 155.8
（m）

36.1 36.2 36.3 36.4 36.5 36.6 36.7
（m）

③-2

① ③-2

①③-2（岩片状）

流理構造の方向が挟在物の上下で異なるが，
挟在物付近が岩片状であり，コアが回転した
可能性があるため両方を含めた。

① ③-2③-2

51.9 52.0 52.1 52.2 52.3 52.4（m）

③-2（岩片状）
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

R-6
90.90

（EL-79.67）
N8°E/64°NW 26

SC-4
（水平）

63.65
（EL-6.10）

－ 19

R-7
28.23

（EL-16.95）
N14°E/52°NW 39

G-7
53.85

（EL-38.60）
N12°E/60°NW 24

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-2・S-6の性状一覧表（4/7）

90.8 90.9 91.0 91.1 91.2 91.3 91.4

（m）

③-2 ③-2①

63.4 63.5 63.6 63.7 63.8 63.9 64.0
（m）

27.5 27.6 27.7 27.8 27.9 28.0 28.1
（m）

③-2③-2 ①

28.1 28.2 28.3 28.4 28.5 28.6 28.7
（m）

③-2③-2 ①

③-2

（m）

53.4 53.5 53.6 53.7 53.8 53.9 60.0

① ③-2③-2（岩片状）
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

F-8
26.40

（EL-5.66）
－ ※

F-8.5
8.93

（EL12.13）
N3°E/50°NW 29

E-8.5
14.40

（EL6.74）
NS/55°W 18

E-8
38.05

（EL-21.91）
N18°E/77°NW 14

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-2・S-6の性状一覧表（5/7）

① ③-2③-1

26.0 26.1 26.2 26.3 26.4 26.5 26.6 26.7 26.8

（m）

8.8 8.9 9.0 9.1 9.2 9.3 9.4
（m）

14.1 14.2 14.3 14.4 14.5 14.6 14.7
（m）

38.0 38.1 38.2 38.3 38.4 38.5 38.6
（m）

③-1③-2 ① ③-2

① ③-2

③-1①破砕部

※：コア形状が不良で確認できない
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6

E-8.6
11.70

（EL9.41）
NS/45°W 55

E-8.7
10.09

（EL10.93）
N10°E/56°NW 56

C-9.1
10.82

（EL11.03）
N27°E/57°NW 1

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-2・S-6の性状一覧表（6/7）

（m）

11.8 11.9 12.0 12.1 12.2 12.3 12.4
①③-2

③-2

11.2 11.3 11.4 11.5 11.6 11.7 11.8
（m）

9.8 9.9 10.0 10.1 10.2 10.3 10.4
（m）

①

（m）

9.2 9.3 9.4 9.5 9.6 9.7 9.8

③-2

③-2 ③-2

10.6 10.7 10.8 10.9 11.0 11.1（m）

①
③-1
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-2・S-6 C-9.2
10.56

（EL11.52）
N12°E/56°NW 1

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-2・S-6の性状一覧表（7/7）

10.4 10.5 10.6 10.7 10.8 10.9 （m）

①
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

I-8
38.10

（EL-16.20）
－ 4

R-7
112.30

（EL-101.02）
－ 3

H-8
58.15

（EL-38.78）
－ ※

2X-2
24.70

（EL-12.18）
－ ※

SE-1
（水平）

35.90
（EL-6.29）

－ ※

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-4の性状一覧表（1/4）

37.9 38.0 38.1 38.2 38.3 38.4 （m）

③-1

※：コア形状が不良で確認できない

58.0 58.1 58.2 58.3 58.4 58.5 （m）

112.0 112.1 112.2 112.3 112.4 112.5 112.6
（m）

③-1

24.4 24.5 24.6 24.7 24.8 24.9 25.0
（m）

35.6 35.7 35.8 35.9 36.0 36.1 36.2
（m）
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

№3
（水平）

25.35
（EL-6.38）

N39°E/38°NW 16

R-8
61.45

（EL-48.34）
－ 1

2V-2
46.40

（EL-33.12）
N43°E/63°NW 8

No.2
（水平）

13.60
（EL-6.37）

－ ※

2V-3
37.30

（EL-17.47）
－ ※

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-4の性状一覧表（2/4）

※：コア形状が不良または採取不良のため確認できない

25.1 25.2 25.3 25.4 25.5 25.6 25.7
（m）

③-1 ③-1 ③-2①

61.3 61.4 61.5 61.6 61.7 61.861.2 （m）

③-1

46.2 46.3 46.4 46.5 46.6 46.7 46.8
（m）

③-1 ③-2①

13.3 13.4 13.5 13.6 13.7 13.8 13.9
（m）

37.0 37.1 37.2 37.3 37.4 37.5 37.6
（m）
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

R-9
19.33

（EL1.72）
N45°E/41°NW 20

2U-4
39.45

（EL-18.32）
N58°E/72°NW 8

2V-5
10.97

（EL10.06）
－ ※

G-9
59.44

（EL-37.77）
N61°E/70°NW 16

№4
（水平）

10.85
（EL-6.47）

N43°E/69°NW 8

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-4の性状一覧表（3/4）

※：コア形状が不良で確認できない

19.2 19.3 19.4 19.5 19.6 19.7 19.8
（m）

① ③-2（岩片状）

③-2

39.2 39.3 39.4 39.5 39.6 39.7 39.8
（m）

③-1①

10.7 10.8 10.9 11.0 11.1 11.2 11.3
（m）

59.2 59.3 59.4 59.5 59.6 59.7 59.8
（m）

③-1③-2（岩片状） ①

10.6 10.7 10.8 10.9 11.0
（m）

①③-2 ③-1③-1
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-4

2T-4
62.15

（EL-41.00）
－ ※

SA-2
（水平）

18.28
（EL-6.04）

－ ※

2T-6
26.78

（EL-5.62）
－ ※

F-9'
107.63

（EL-86.45）
N31°E/62°NW 4

No.1
（水平）

30.15
（EL-6.36）

N29°E/44°NW 1

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-4の性状一覧表（4/4）

107.4 107.5 107.6 107.7 107.8 107.9 108.0
（m）

③-1①

29.9 30.0 30.1 30.2 30.3 30.4 30.5
（m）

①

61.9 62.0 62.1 62.2 62.3 62.4 62.5
（m）

18.0 18.1 18.2 18.3 18.4 18.5 18.6
（m）

26.5 26.6 26.7 26.8 26.9 27.0 27.1
（m）

2-22※：コア形状が不良で確認できない



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-5

SC-2
（水平）

32.68
（EL-6.29）

- 1 

R-8
25.50 

（EL-12.39）
N13°E/
70°SE

2 

H-8
35.55

（EL-16.18）
－ ※

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-5の性状一覧表（1/1）

25.2 25.3 25.4 25.5 25.6 25.7 25.8
（m）

①

32.4 32.5 32.6 32.7 32.8 32.9 33.0
（m）

①

※：コア形状が不良で確認できない

35.2 35.3 35.4 35.5 35.6 35.7 35.8
（m）
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-7

I-5
112.19

（EL-93.95）
N41°W/60°SW 25

I-6
41.05

（EL-21.12）
－ ※

R-5
47.85

（EL-36.73）
－ 3

R-4.5
84.20

（EL-73.13）
N43°W/55°SW 3

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-7の性状一覧表（1/2）

111.3 111.4 111.5 111.6 111.7 111.8 111.9
（m）

111.9 112.0 112.1 112.2 112.3 112.4 112.5
（m）

③-2 ①

③-2

③-2

※：コア形状が不良で確認できない

41.1 41.2 41.3 41.4 41.5 41.641.0
（m）

47.6 47.7 47.8 47.9 48.0 48.1 48.2
（m）

③-1

84.0 84.1 84.2 84.3 84.4 84.5 84.6
（m）

③-2
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-7 G-5
29.68

（EL-16.02）
－ 3

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-7の性状一覧表（2/2）

29.4 29.5 29.6 29.7 29.8 29.9 30.0
（m）

③-1
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-8

G-7
51.65

（EL-36.40）
－ 18

F-7
24.50

（EL-5.10）
－ 13

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-8の性状一覧表（1/1）

51.4 51.5 51.6 51.7 51.8 51.9 52.0
（m）

24.2 24.3 24.4 24.5 24.6 24.7 24.8
（m）

③-1（岩片状）

③-2
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

S-9

J-7
13.51

（EL2.97）
N36°E/72°NW 19

SC-5
（水平）

10.39
（EL-6.13）

N35°E/41°NW 12

I-7
53.10 

（EL-32.63）
－ 2

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

S-9の性状一覧表（1/1）

（m）

10.1 10.2 10.3 10.4 10.5 10.6 10.7

③-2

13.1 134.2 13.3 13.4 13.5 13.6 13.7
（m）

①

①③-2 ③-1

③-2

（m）

52.7 52.8 52.9 53.0 53.1 53.2 53.3

③-1
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名称
トンネル始点

からの距離（m）
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
切羽写真

K-2 114～121 N13°E/80°SE 30

破砕部

K-2の性状（取水路トンネル）

117m付近（切羽番号99）

2m0

←ＮW ＳE→
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

b-1 R-4.5
55.50

（EL-44.43）
N12°W/82°NE 7

b-2 R-4.5
137.24

（EL-126.17）
N60°W/67°NE 18

b-3 R-4.5
144.80

（EL-133.73）
N31°E/57°NW 9

b-4 2V-2
191.45

（EL-178.17）
N21°E/73°SE 4

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

b-1～b-4の性状一覧表（1/1）

55.3 55.4 55.5 55.6 55.7 55.8 55.9
（m）

136.9 137.0 137.1 137.2 137.3 137.4 137.5
（m）

144.4 144.5 144.6 144.7 144.8 144.9 150.0
（m）

③-2 ①

③-2 ① ③-2

③-2 ① ③-2

191.2 191.3 191.4 191.5 191.6 191.7 191.8
（m）

① ③-1③-1

2-29



名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

b-5
M-14’

（傾斜73°）
181.96

（EL-139.90）
N52°W/86°NE 14

b-6 M-14
361.69

（EL-327.59）
N51°W/68°NE 18

b-7 L-13.5
293.88

（EL-258.98）
N2°W/85°NE 4

b-8 L-13.7
314.62

（EL-279.42）
N20°W/65°NE 9

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

b-5～b-13の性状一覧表（1/4）

181.7 181.8 182.0181.9 182.1 182.2 182.3（m）

③-2 ③-2①

361.4 361.6361.5 361.7 361.8 361.9(m)

293.3 293.4 293.6293.5 293.7 293.8 293.9（m）

293.9 294.0 294.2294.1 294.3 294.4 294.5（m）

① ③-1③-1

③-1

③-1

③-1
①

①

①

314.3 314.4 314.6314.5 314.7 314.8(m)

③-1 ① ③-1
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

b-9 M-13’
105.82

（EL-67.90）
N14°E/58°NW 4

b-10

L-13.7
93.15

（EL-57.94）
N59°E/59°NW 9

L-14’
（傾斜77°）

86.71
（EL-49.23）

N53°E/67°NW 16

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

b-5～b-13の性状一覧表（2/4）

105.4 105.6105.5 105.7 105.8 105.9(m)105.3

③-2 ①

93.0 93.1 93.393.2 93.4 93.5 93.6(m)

③-1 ① ③-2

86.4 86.5 86.786.6 86.8 86.9 87.0(m)

87.0 87.1 87.387.2 87.4 87.5 87.6(m)
③-1 ① ③-2

③-2
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

b-11

L-13.5
159.03

（EL-124.13）
N59°E/70°NW 4

L-13.7
161.27

（EL-126.12）
N41°E/66°NW 15

L-14’
（傾斜77°）

152.45
（EL-113.36）

N63°E/59°NW 6

b-12
L-14’

（傾斜77°）
158.21

（EL-119.00）
N44°E/49°NW 11

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

b-5～b-13の性状一覧表（3/4）

158.7 158.8 159.0158.9 159.1 159.2 159.3(m)

③-1 ① ③-2

161.0 161.1 161.3161.2 161.4 161.5 161.6(m)

① ③-2③-2

152.0 152.1 152.3152.2 152.4 152.5 152.6(m)

① ③-1③-1

158.0 158.1 158.3158.2 158.4 158.5 158.6(m)

①③-2 ③-2
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名称 孔名
深度（m）

（標高（m））
走向・傾斜

（走向は真北）
破砕部の幅

(cm)
コア写真

b-13
M-14’

（傾斜73°）
88.59

（EL-50.41）
N40°E/74°NW 16

破砕部

① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

b-5～b-13の性状一覧表（4/4）

87.8 87.9 88.188.0 88.2 88.3 88.4(m)

①③-2 ③-2

③-2
88.4 88.5 88.788.6 88.8 88.9 89.0(m)
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データ集２－２

前回審査会合時点からの主な変更点
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S-4の南西端
■S-4の南西端について，前回審査会合時点からの変更点を以下に示す。

• I-8孔において，S-4想定延長位置付近に固結した破砕部が認められる。
• 基礎掘削面スケッチでは，当初のS-4の南西延長部にも節理が図示されており，S-1
まで断続的に延びる。

• 試掘坑Cの地質展開図においても，走向・傾斜がS-4と調和的な節理が図示されて
おり，「鏡肌・条線が認められる」と記載されている。

• 以上のことを踏まえ，S-4南西方向の延長は，S-1まで連続すると判断した。

試掘坑C

試掘坑展開図

走向・傾斜がS-4と調和的で，
鏡肌・条線が認められる

試掘坑C

節理が図示されている

I-8

コア写真（I-8孔 深度38.10m付近）

位置図

断 層

S-4南西端
（前回審査会合時点）

S-4南西端
（今回）

１号原子炉建屋

• 粘土質薄層（シーム）に着目し，シームが認められなくなる１号原子炉建屋西側法面
をS-4の南西端と判断していた。

今回

前回

2-36

37.9 38.0 38.1 38.2 38.3 38.4 （m）

固結した粘土・砂状破砕部

ボーリング I-8孔 （深度38.10m付近）

破砕部の幅4cmの固結した粘土状破砕部が認められる

破砕部



• R-5孔及びR-4.5孔においてS-2・S-6想定延長位置付近に固結
した破砕部が認められることから，走向・傾斜と深部方向の直
線性を踏まえ，これらをS-2・S-6とし，さらに深部（標高約-170m
以深）に連続すると判断した。

S-2・S-6の深部連続性

R’

R

R-R’断面図

←W E→

標高(m)
50

0

-50

-100

-150

-200

２号タービン建屋

破砕部確認位置（S-2・S-6）

破砕部確認位置（S-2・S-6以外）

R-6

N14°E/52°NW

N8°E/64°NW

N40°E/50°NW

N18°E/59°NW

R-5R-4.5 R-7

■S-2・S-6の深部連続性について，前回審査会合時点からの変更点を以下に示す。

新たに破砕部と
した箇所

R-4.5

R-5

R-6

R-7

今回

R-R’断面図

←W E→

標高(m)
50

0

-50

-100

-150

-200

２号タービン建屋

シーム確認位置（S-2・S-6）

シーム確認位置（S-2・S-6以外）

R-6

N14°E/52°NW

N8°E/64°NW

N40°E/50°NW
R-5R-4.5 R-7

前回

• R-5孔及びR-4.5孔において想定延長位置付近にシームが認め
られないことから，S-2・S-6は深部（標高約-140m以深）に連続
しないと判断した。

シームは認め
られない

位置図
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• R-8孔においてS-4の想定延長位置付近にシームが認められな
いことから，S-4は深部（標高約-50m以深）に連続しないと判断し
た。

• また，出現位置がS-5の想定延長位置と異なるが，2V-2孔で認
められたシームをS-5とし，S-5はさらに深部（標高約-180m以深）
に連続すると判断した。

S-4及びS-5の深部連続性

R’

R

R-R’断面図

←W E→

標高(m)

50

0

-50

-100

-150

-200

N13°E/70°SE

N21°E/73°SE

N43°E/63°NW

２号原子炉建屋２号タービン建屋
N15°E/70°SE

破砕部確認位置（S-4，S-5）

N45°E/41°NW

2V-5
R-9

2V-3
2V-2

R-8

R-7

当初S-5と判断
した破砕部

破砕部確認位置（S-4，S-5以外）

■S-4及びS-5の深部連続性について，前回審査会合時点からの変更点を以下に示す。

R-7

R-8

2V-2

2V-3

R-9

2V-5

R-R’断面図

←W E→

標高(m)

50

0

-50

-100

-150

-200

N13°E/70°SE

N21°E/73°SE

N43°E/63°NW

２号原子炉建屋２号タービン建屋
N15°E/70°SE

シーム確認位置（S-4，S-5）

N45°E/41°NW

2V-5
R-9

2V-3
2V-2

R-8

R-7

シーム確認位置（S-4，S-5以外）

今回前回

新たに破砕部と
した箇所

• R-8孔及びR-7孔においてS-4の想定延長位置付近に固結した破
砕部が認められることから，走向・傾斜と深部方向の直線性を踏
まえ，これらをS-4とし，S-4の深部はS-1まで連続すると判断した。

• 当初S-5と判断していた2V-2孔のシーム（粘土状破砕部）につい
ては，S-4の水平・深部方向の連続性を踏まえ，S-5とは連続せ
ず，個別の破砕部（b-4に対応）と判断した。

シームは認め
られない

位置図
b-4
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データ集２－３

破砕部性状一覧表（海岸部）
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Ｋ－７

Ｋ－６

調査結果

a

b

c

a

b

c

a b c

a b c

a b c

a b c

穴水累層 安山岩（均質）

穴水累層 安山岩（角礫質）

穴水累層 凝灰角礫岩

凡例

破砕部の性状確認位置

調査位置図

名称 断層長さ
一般走向
（真北）

傾斜
破砕部の幅※

(cm）
破砕部の性状

K-1 205m 4°E 58°SE 11 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

K-2 120m以上 19°E 72°SE 16 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

K-3 200m以上 16°E 70°SE 15 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

K-4 45m以上 56°W 85°NE 15 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

K-5 75m以上 63°W 64°NE 11 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

K-6
25m以上
160m以下

2°W 60°NE 7 ③-2 固結した角礫状破砕部

K-7
20m以上
55m以下

8°W 88°NE 8 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

K-8
35m以上
70m以下

15°W 80°NE 11 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

K-9
40m以上
120m以下

10°E 88°SE 7 ③-2 固結した角礫状破砕部

K-10 60m 16°W 62°NE 9 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

K-11 60m 14°E 70°NW 9 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部，③-2 固結した角礫状破砕部

断層一覧表

・K-1～K-11は，いずれも固結した粘土・砂状破砕部や固結した角礫状破砕部からなる。

※：地表面で測定した最大幅を面の傾斜角を考慮し，直交方向の幅に補正した平均の値

断層（地表面）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）
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名称
一般走向・傾斜

（真北）

破砕部

露頭写真
測点番号 幅※(cm）

K-1 N4°E/58°SE

a 3～5

b 10～15

c 20～22

d 10

e 4～12

f 10～15

K-2 N19°E/72°SE

a 8～10

b 6～10

c 6～10

d 12～15

e 25～40

f 11～13

10cm

測定番号e地点の破砕部の状況

破砕部 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

K-1～K-11の性状一覧表（1/6）

測定番号e地点の破砕部の状況

③-1

③-2

10cm

③-1

③-2

代表写真箇所

測定番号e地点 遠景

←Ｗ Ｅ→

右写真箇所

K-1

測定番号e地点 遠景

←ＷＮＷ ＥＳＥ→

K-2

右写真箇所

2-41※：地表面で測定した幅



名称
一般走向・傾斜

（真北）

破砕部

露頭写真
測点番号 幅※(cm）

K-3 N16°E/70°SE

a 15～18

b 10～18

c 14～20

d 4～10

e 4～12

f 5～18

K-4 N56°W/85°NE

a 10～26

b 6～10

c 7～10

K-1～K-11の性状一覧表（2/6）

代表写真箇所

破砕部 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

10cm

測定番号b地点の破砕部の状況

③-1

③-2

測定番号b地点の破砕部の状況

10cm

③-1

③-2

測定番号b地点 遠景

←ＷＮＷ ＥＳＥ→

測定番号b地点 遠景

←ＳＷ Ｎ Ｅ→

右写真箇所

K-3

K-4

右写真箇所

2-42※：地表面で測定した幅



名称
一般走向・傾斜

（真北）

破砕部

露頭写真
測点番号 幅※(cm）

K-5 N63°W/64°NE

a 12～20

b 8～12

c 3～5

K-6 N2°W/60°NE

a 4～6

b 5～10

測定番号a地点の破砕部の状況

K-1～K-11の性状一覧表（3/6）

測定番号b地点の破砕部の状況

破砕部 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

代表写真箇所

10cm

③-1

③-2

10cm

③-2

測定番号a地点 遠景

←ＳＷ ＮＥ→

測定番号b地点 遠景

←Ｗ Ｅ→

K-5

右写真箇所

K-6

右写真箇所

2-43※：地表面で測定した幅



名称
一般走向・傾斜

（真北）

破砕部

露頭写真
測点番号 幅※(cm）

K-7 N8°W/88°NE

a 2～11

b 1～2

c 4～11

K-8 N15°W/80°NE

a 10～21

b 1.5～10

c 3～4 ③-2

K-1～K-11の性状一覧表（4/6）

破砕部 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

代表写真箇所

測定番号c地点の破砕部の状況

測定番号a地点の破砕部の状況

10cm

③-1

③-2

10cm③-1

測定番号c地点 遠景

←Ｗ Ｅ→

測定番号a地点 遠景

←Ｗ

K-7

Ｅ→

右写真箇所

K-8

右写真箇所

2-44※：地表面で測定した幅



名称
一般走向・傾斜

（真北）

破砕部

露頭写真
測点番号 幅※(cm）

K-9 N10°E/88°SE

a 10～12

b 2～4

c 2～6

K-10 N16°W/62°NE

a 4～10

b 3～11

c 7～9

K-1～K-11の性状一覧表（5/6）

破砕部 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

代表写真箇所

測定番号b地点の破砕部の状況

測定番号a地点の破砕部の状況

10cm

③-2

10cm

③-2
③-1

測定番号b地点 遠景

←ＷＮＷ ＥＳＥ→

測定番号a地点 遠景

←Ｗ

K-9

K-10

Ｅ→

右写真箇所

右写真箇所

2-45※：地表面で測定した幅



名称
一般走向・傾斜

（真北）

破砕部

露頭写真
測点番号 幅※(cm）

K-11 N14°E/70°NW

a 2～8

b 3～10

c 3～10

K-1～K-11の性状一覧表（6/6）

破砕部 ③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

代表写真箇所

測定番号a地点の破砕部の状況

10cm

③-1

③-2

測定番号a地点 遠景

←ＷＮＷ ＥＳＥ→

右写真箇所

K-11

2-46

※：地表面で測定した幅



データ集３－１

b-1～b-4の連続性
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調査位置図

b-1～b-4の分布
■敷地内のボーリング調査のみで確認された幅3cm以上の破砕部（b-1～b-4）の分布を示す。

名称 孔名：深度 標高
走向/傾斜

（走向は真北）

b-1 R-4.5： 55.50m EL-44.43m N12°W/82°NE

b-2 R-4.5：137.24m EL-126.17m N60°W/67°NE

b-3 R-4.5：144.80m EL-133.73m N31°E/57°NW

b-4 2V-2：191.45m EL-178.17m N21°E/73°SE

ボーリング調査のみで確認された幅3cm以上の破砕部

R-R’断面図

←W E→
標高(m)

100

50

0

-50

-100

-150

-200

２号原子炉建屋２号タービン建屋

破砕部確認位置（b-1～b-4）

b-4

破砕部確認位置（b-1～b-4以外）

b-1～b-4を確認したボーリング

露頭調査範囲

EL-4.7mでのb-1～b-4位置
（点線はその延長）

b-1

b-2
b-3

2V-2

R-4.5
（投影）
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b-1～b-4の連続性検討
■ 敷地内のボーリング調査のみで確認された破砕部（b-1～b-4）についての連続性の検討結果を以下に示す。検討にあたっては，基礎掘削面及び隣接孔による深部及び浅部への連続性に

ついて確認した。

名称 孔名
深度
（m）

破砕部の幅
（cm）

走向・傾斜
（走向は真北）

検討結果

深部への連続性 浅部への連続性

b-1 R-4.5 55.50 7 N12°W/82°NE － ・基礎掘削面で認められない。

b-2 R-4.5 137.24 18 N60°W/67°NE －
・基礎掘削面で認められない。
・I-5孔で認められない。
・防潮堤基礎部で認められない。

b-3 R-4.5 144.80 9 N31°E/57°NW － ・基礎掘削面で認められない。

b-4 2V-2 191.45 4 N21°E/73°SE ・R-9孔で認められない。 ・R-8孔，基礎掘削面で認められない。

• b-1～b-4のいずれの破砕部も，隣接するボーリング孔や露頭で，深部または浅部方向で認められず，連続性がないことを確認。
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EL-16.6m

EL-16.2m

確認箇所A（２号機基礎掘削面）

b-1
延長位置（EL-16.6mに深度補正済）

0 20m

確認箇所B（１号機基礎掘削面）

0 20m

EL-13.5m

b-1
延長位置（EL11.0mに深度補正済） EL11.0m

EL7.0m

EL2.0m

b-1の連続性 確認箇所A・B
■ボーリング調査のみで確認されたb-1～b-4について，深部及び浅部への連続性及び重要施設設置面との関係を検討。

【b-1の浅部】
１号機基礎掘削面には
b-1に対応する破砕部
は認められない。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-1 R-4.5： 55.50m EL-44.43m 7 N12°W/82°NE

【b-1の浅部】
２号機基礎掘削面には
b-1に対応する破砕部
は認められない。

• b-1は，R-4.5孔の深度55.50mのみで認められ，浅部方向の基礎掘削面では
認められないことから，浅部方向へ連続しないと判断。

調査位置図
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EL-16.2m

確認箇所B（１号機基礎掘削面）

0 20m

EL-13.5m

EL11.0m

EL7.0m

EL2.0m

b-2
延長位置(EL11.0mに深度補正済）

b-2の連続性 確認箇所B・C・D

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-2 R-4.5：137.24m EL-126.17m 18 N60°W/67°NE

調査位置図

【b-2の浅部】
１号機基礎掘削面には
b-2に対応する破砕部
は認められない。

74m

b-2延長線

①－①’ 断面図

（確認箇所C）

【b-2の深部】
I-5孔にはb-2に対応する
破砕部は認められない。

• b-2は，R-4.5孔の深度137.24mのみで認められ，浅部方向の基礎掘削面，ボーリング孔
及び防潮堤基礎部では認められないことから，浅部方向へ連続しないと判断。

【b-2の浅部】
防潮堤基礎部にはb-2に
対応する破砕部は認めら
れない。
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確認箇所C（コア写真：深度65～80m）

深度（m）深度（m）

b-2の連続性 浅部延長（確認箇所C：I-5孔）

・b-2の浅部延長に位置するI-5孔には，b-2に対応する破砕部は認められない。

←b-2想定延長位置
（74ｍ付近）
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凡 例

埋土

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

確認箇所D（防潮堤基礎掘削西面）

EL13m

EL11m

EL 9m

25ＢＬ 26ＢＬ 27ＢＬ

0 10m

24ＢＬ

b-2
延長位置(深度補正済）

N→←S

b-2の連続性 浅部延長（確認箇所D：防潮堤基礎部）

・b-2の浅部延長に位置する防潮堤基礎部には，b-2に対応する破砕部は認められない。
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EL-16.2m

確認箇所B（１号機基礎掘削面）

0 20m

b-3
延長位置(EL-16.2mに深度補正済）

EL-13.5m

EL11.0m

EL7.0m

EL2.0m

b-3の連続性 確認箇所B

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-3 R-4.5 EL-133.73m 9 N31°E/57°NW

調査位置図

• b-3は，R-4.5孔の深度144.80mのみで認められ，浅部方向の基礎掘削面では
認められないことから，浅部方向へ連続しないと判断。

【b-3の浅部】
１号機基礎掘削面には
b-3に対応する破砕部
は認められない。
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b-4の連続性 確認箇所E・F・G

R-R’断面図

←W E→
標高(m)

100

50

0

-50

-100

-150

-200

２号原子炉建屋２号タービン建屋

2V-2

-250

-300

b-4確認位置 b-4を確認したボーリング

b-4が認められないボーリング（深部方向）

b-4が認められないボーリング（浅部方向）

R-8

R-9

調査位置図

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-4 2V-2 EL-178.17m 4 N21°E/73°SE

• b-4は，2V-2孔の深度191.45mのみで認められ，深部方向のボーリング孔
及び浅部方向のボーリング孔・基礎掘削面では認められないことから，深
部及び浅部方向へ連続しないと判断。

【b-4の深部】
R-9孔にはb-4に対応する
破砕部は認められない。

【b-4の浅部】
R-8孔，２号機基礎掘削面
にはb-4に対応する破砕部
は認められない。

148m

286m

b-4：N21°E/73°SE
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確認箇所E（２号機基礎掘削面）

0 20m

b-4延長位置
(EL-15.0mに深度補正済）

b-4の連続性 浅部延長（確認箇所E：２号機基礎掘削面）

調査位置図

【b-4の浅部】
２号機基礎掘削面には
b-4に対応する破砕部
は認められない。

E
L
-
7
.4

m

E
L
-
1
6
.7

m

E
L
-
1
4
.0

mE
L
-
7
.4

mE
L
-
1
0
.1

m

E
L
-
1
6
.9

m

E
L
-
1
5
.0

m

E
L
-
1
5
.0

m

断 層

・b-4の浅部延長に位置する２号機基礎掘削面には，b-4に対応する破砕部は認められない。
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b-4の連続性 浅部延長（確認箇所F：R-8孔）

・b-4の浅部延長に位置するR-8孔には，b-4に対応する破砕部は認められない。

←b-4想定延長位置
（148ｍ付近）

深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m）
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b-4の連続性 深部延長（確認箇所G：R-9孔）

・b-4の深部延長に位置するR-9孔には，b-4に対応する破砕部は認められない。

深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m）

←b-4想定延長位置
（286ｍ付近）
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データ集３－２

b-5～b-13の連続性
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S-1（EL28m)

給水処理
建屋

L-12.5

給水処理建屋付
近道路トレンチ

大深度ボーリング
(K-13.6)

L-13.7 L-13.5

L-12.2
駐車場

M-12.5 駐車場南
側法面

M-14

M-13’

M-14’

位置図

投影断面図（H:V=2:1）

Ｌ測線←NE SW→

1,253ｍ

←NE SW→M測線大
深

度
ボ
ー
リ
ン
グ

（
K
-
1
3
.6
）

給水処理建屋付近道
路トレンチ（地表付近）

L
-
1
3
.5

L
-
1
2
.5

L
-
1
3
.7

M
-
1
4

M
-
1
3
'

駐車場南側法面
（地表付近）

M
-
1
2
.5

赤：S-1が認められるボーリング
緑：S-1が認められないボーリング

b-13

b-5b-12

S-1の連続性追跡ボーリングで確認したS-1以外の幅3cm以上の破砕部

• S-1深部確認ボーリングで認められる12箇所の破砕部は，NW-SE走向，N-S走向，
NE-SW走向に分類され，隣接孔との連続性を検討した結果，b-5～b-13の９条に
まとめられる。

• これらの破砕部は，走向の違い及び浅部からの連続性の観点から，S-1と対応す
るものではない。

b-5～b-13の分布

名称 孔名：深度 標高 走向/傾斜（走向は真北）

b-5 M-14’：181.96m EL-139.90m N52°W/86°NE

b-6 M-14：361.69m EL-327.59m N51°W/68°NE

b-7 L-13.5：293.88m EL-258.98m N2°W/85°NE

b-8 L-13.7：314.62m EL-279.42m N20°W/65°NE

b-9 M-13’：105.82m EL-67.90m N14°E/58°NW

b-10
L-13.7：93.15m EL-57.94m N59°E/59°NW

L-14’：86.71m EL-49.23m N53°E/67°NW

b-11

L-13.5:159.03m EL-124.13m N59°E/70°NW

L-13.7：161.27m EL-126.12m N41°E/66°NW

L-14’：152.45m EL-113.36m N63°E/59°NW

b-12 L-14’：158.21m EL-119.00m N44°E/49°NW

b-13 M-14’：88.59m EL-50.41m N40°E/74°NW

■重要施設設南東方で実施した，S-1の連続性追跡ボーリングで確認したS-1以外の幅3cm以上の破砕部（b-5～b-13）の分布を示す。

b-6

b-7
b-8

b-9
b-10

b-11

S-1（想定位置）

S-1

S-1
破砕部：NW-SE走向

破砕部：N-S走向

破砕部：NE-SW走向

赤：S-1が認められるボーリング
緑：S-1が認められないボーリング
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b-5～b-13の連続性検討
■ S-1の連続性追跡ボーリングで確認された破砕部（b-5～b-13）についての連続性の検討結果を以下に示す。検討にあたっては，隣接孔等による深部及び浅部への連続性について確認した。

名称 孔名
深度
（m）

破砕部の幅
（cm）

走向・傾斜
（走向は真北）

検討結果

深部への連続性 浅部への連続性

b-5
M-14’

（傾斜73°） 181.96 14 N52°W/86°NE －
・駐車場南側法面で認められない。
（S-1に切られていると判断）

b-6 M-14 361.69 18 N51°W/68°NE ・L-13.7孔，K-13.6孔で認められない。 －

b-7 L-13.5 293.88 4 N2°W/85°NE ・L-13.7孔，K-13.6孔で認められない。 ・L-14’孔で認められない。

b-8 L-13.7 314.62 9 N20°W/65°NE ・M-14孔，K-13.6孔で認められない。 ・L-13.5孔で認められない。

b-9 M-13’ 105.82 4 N14°E/58°NW ・L-12.5孔，L-13.7孔，L-14’孔，K-13.6孔で認められ
ない。

・M-14孔，M-14’孔で認められない。

b-10

L-13.7 93.15 9 N59°E/59°NW

・K-13.6孔で認められない。 ・M-13’孔で認められない。

L-14’
（傾斜77°） 86.71 16 N53°E/67°NW

b-11

L-13.5 159.03 4 N59°E/70°NW

・K-13.6孔で認められない。 ・M-12.5孔，M-13’孔，M-14孔で認められない。L-13.7 161.27 15 N41°E/66°NW

L-14’
（傾斜77°） 152.45 6 N63°E/59°NW

b-12
L-14’

（傾斜77°） 158.21 11 N44°E/49°NW ・L-12.5孔，K-13.6孔で認められない。 ・M-12.5孔，M-13’孔，M-14孔で認められない。

b-13
M-14’

（傾斜73°） 88.59 16 N40°E/74°NW ・M-13’孔，L-13.7孔，K-13.6孔で認められない。 ・N-13.5’孔で認められない。

• b-5～b-13のいずれの破砕部も，隣接するボーリング孔や露頭で，深部または浅部方向で認められず，連続性がないことを確認。
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b-5確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

EL-300m

EL-350m

M
-
1
4
’

M
-
1
3
’

M
-
1
2
.5

←NE SW→

EL-50m

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL0m

EL-400m

M
-
1
4

投影測線

位置図

露頭調査範囲

b-5を確認したボーリング

b-5確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

駐車場南側法面
（EL28ｍ)

b-5を確認したボーリング

b-5が認められない露頭

b-5～b-13の連続性検討 b-5の連続性

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-5 M-14’：181.96m EL-139.90m 14 N52°W/86°NE

b-5が認められない露頭

b-5：N52°W/86°NE

【b-5の浅部】
駐車場南側法面にはS-1以外
に破砕部は認められない。
（S-1に切られていると判断）

S-1確認位置

• b-5は，M-14’孔の深度181.96mのみで認められ，浅部方向の駐車場南側法面では認められないことから，浅部方向へ連続せず，S-1に切られていると判断。

■ボーリング調査のみで確認されたb-5～b-13について，深部及び浅部への連続性及び重要施設設置面との関係を検討。

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。
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南側法面

底盤

S-1

・駐車場南側法面にS-1以外に破砕部は認められない。

表土はぎ状況写真（北西側から撮影）

W→←E

底盤写真

W→←E

法面写真（南側法面）

S-1

S-1

S-1

b-5～b-13の連続性検討 b-5の連続性：浅部延長（駐車場南側法面）
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b-6確認位置

L
-
1
3
.7

投影断面図（H:V=2:1）

EL-300m

EL-350m

←NE SW→

EL-50m

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL0m

EL-400m

M
-
1
4

401.7m

投影測線

位置図

b-6：N51°W/68°NE

露頭調査範囲
b-6を確認したボーリング

b-6確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

b-6が認められないボーリング（深部方向）
b-6を確認したボーリング

b-6が認められないボーリング（深部方向）

EL-450m

• b-6は，M-14孔の深度361.69mのみで認められ，深部方向のボーリング孔では認められないことから，深部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-6 M-14：361.69m EL-327.59m 18 N51°W/68°NE

【b-6の深部】
L-13.7孔，K-13.6孔にはb-6
に対応する破砕部は認めら
れない。

b-5～b-13の連続性検討 b-6の連続性

465.4m

K
-
1
3
.6

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。
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b-5～b-13の連続性検討 b-6の連続性：深部延長①（L-13.7孔）

・b-6の深部延長に位置するL-13.7孔には，b-6に対応する破砕部は認められない。

←b-6想定延長位置
（401.7ｍ付近）

コア写真（深度380～400m）

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399 400

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

L-13.7（孔口標高35.24m，掘進長600m）
深度（m）深度（m）

コア写真（深度400～420m）

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419 420

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

深度（m）深度（m）
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b-5～b-13の連続性検討 b-6の連続性：深部延長②（K-13.6孔）

・b-6の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-6に対応する破砕部は認められない。

440

441

442

444

443

445

446

447

449

448

450

451

452

454

453

455

456

457

459

458

441

442

444

443

445

446

447

449

448

450

451

452

454

453

455

456

457

459

458

460

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）

コア写真（深度440～460m）

深度（m）深度（m）

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

476

477

478

479

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

476

477

478

479

480

コア写真（深度460～480m）

深度（m）深度（m）

←b-6想定延長位置
（465.4ｍ付近）
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b-7確認位置

投影断面図（H:V=2:1）
投影測線

位置図

露頭調査範囲 b-7を確認したボーリング

b-7確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)
b-7が認められないボーリング（深部方向）

b-7を確認したボーリング

b-7が認められないボーリング（深部方向）

• b-7は，L-13.5孔の深度293.88mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-7 L-13.5：293.88m EL-258.98m 4 N2°W/85°NE L
-
1
4
’

L
-
1
3
.7

←E W→

EL-100m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL-350m

EL-400m

EL0m

EL-50m

EL-150m

L
-
1
3
.5

EL-450m

b-7：N2°W/85°NE

363.8m

182.4m

【b-7の深部】
L-13.7孔，K-13.6孔にはb-7
に対応する破砕部は認めら
れない。

【b-7の浅部】
L-14’孔にはb-7に対応する
破砕部は認められない。

b-5～b-13の連続性検討 b-7の連続性

b-7が認められないボーリング（浅部方向） b-7が認められないボーリング（浅部方向）

493.0m

K
-
1
3
.6

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。
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b-5～b-13の連続性検討 b-7の連続性：深部延長①（L-13.7孔）

・b-7の深部延長に位置するL-13.7孔には，b-7に対応する破砕部は認められない。

←b-7想定延長位置
（363.8ｍ付近）

コア写真（深度340～360m）

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359 360

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

L-13.7（孔口標高35.24m，掘進長600m）
深度（m）深度（m）

コア写真（深度360～380m）

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379 380

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

深度（m）深度（m）
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b-5～b-13の連続性検討 b-7の連続性：深部延長②（K-13.6孔）

・b-7の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-7に対応する破砕部は認められない。

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

499

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

499

500

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）

コア写真（深度480～500m）

深度（m）深度（m）

500

505

コア写真（深度500～520m）

501

502

503

504

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

505

501

502

503

504

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

深度（m）深度（m）

←b-7想定延長位置
（493.0ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-7の連続性：浅部延長（L-14’孔）

・b-7の浅部延長に位置するL-14’孔には，b-7に対応する破砕部は認められない。

←b-7想定延長位置
（182.4ｍ付近）

深度（m）

コア写真（深度160～180m）

深度（m） L-14’（孔口標高35.08m，掘進長247m，傾斜77°）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

深度（m）

コア写真（深度180～200m）

深度（m）

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189 190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

181

182

183

184

185

186

187

188

189

200
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b-8確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

投影測線

位置図

露頭調査範囲

b-8確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

• b-8は，L-13.7孔の深度314.62mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-8 L-13.7：314.62m EL-279.42m 9 N20°W/65°NE

K
-
1
3
.6

←NE SW→L
-
1
3
.5

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL-350m

EL0m

EL-50m

EL-400m

L
-
1
3
.7

b-8：N20°W/65°NE

353.0m

298.1m

【b-8の深部】
M-14孔，K-13.6孔にはb-8に対
応する破砕部は認められない。

【b-8の浅部】
L-13.5孔にはb-8に対応す
る破砕部は認められない。

b-5～b-13の連続性検討 b-8の連続性

b-8を確認したボーリング

b-8が認められないボーリング（深部方向）

b-8を確認したボーリング

b-8が認められないボーリング（深部方向）

b-8が認められないボーリング（浅部方向）

b-8が認められないボーリング（浅部方向）

M
-
1
4

343.9m

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。
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b-5～b-13の連続性検討 b-8の連続性：深部延長①（M-14孔）

・b-8の深部延長に位置するM-14孔には，b-8に対応する破砕部は認められない。

M-14（孔口標高34.08m，掘進長446m）

深度（m）深度（m）

コア写真（深度320～340m）

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

深度（m）深度（m）

コア写真（深度340～360m）

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

←b-8想定延長位置
（343.9ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-8の連続性：深部延長②（K-13.6孔）

・b-8の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-8に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）

360

380

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

深度（m）深度（m）

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

深度（m）深度（m）

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

←b-8想定延長位置
（353.0ｍ付近）

コア写真（深度340～360m） コア写真（深度360～380m）
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b-5～b-13の連続性検討 b-8の連続性：浅部延長（L-13.5孔）

・b-8の浅部延長に位置するL-13.5孔には，b-8に対応する破砕部は認められない。

L-13.5 （孔口標高34.90m，掘進長369m） 深度（m）

コア写真（深度280～300m）

深度（m）

290

291

292

293

294

295

296

297

298

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

299

290

291

292

293

294

295

296

297

298

281

282

283

284

285

286

287

288

289

299

300

←293.88m
「b-7」
N2°W/85°NE

←b-8想定延長位置
（298.1ｍ付近）

深度（m）

コア写真（深度300～320m）

深度（m）

310

311

312

313

314

315

316

317

318

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

319

310

311

312

313

314

315

316

317

318

301

302

303

304

305

306

307

308

309

319

320
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b-9確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

投影測線

位置図

露頭調査範囲

b-9確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

• b-9は，M-13’孔の深度105.82mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-9 M-13’：105.82m EL-67.90m 4 N14°E/58°NW

L
-
1
2
.5

M
-
1
4

M
-
1
3
’

←NW SE→

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL-350m

EL0m

EL-50m

EL-400m

b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性

b-9：N14°E/58°NW

b-9を確認したボーリング

b-9が認められないボーリング（深部方向）

b-9を確認したボーリング

b-9が認められないボーリング（深部方向）

b-9が認められないボーリング（浅部方向）

b-9が認められないボーリング（浅部方向）

L
-
1
4
’

M
-
1
4
’

L
-
1
3
.7

L-12.5_164.1m

L-13.7_127.7m

L-14'_127.4m

M-14_59.5m
M-14'_73.5m

【b-9の深部】
L-12.5孔，L-13.7孔，L-14’孔，K-
13.6孔にはb-9に対応する破砕部は
認められない。

【b-9の浅部】
M-14孔，M-14’にはb-9に
対応する破砕部は認めら
れない。

K
-
1
3
.6

K-13.6_120.5m

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：深部延長①（K-13.6孔）

・b-9の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

コア写真（深度120～140m）

深度（m） 深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129
130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140

←b-9想定延長位置
（120.5ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：深部延長②（L-14'孔）

・b-9の深部延長に位置するL-14’孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

深度（m）

コア写真（深度100～120m）

深度（m）
L-14’（孔口標高35.08m，掘進長247m，傾斜77°）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109 110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

深度（m）

コア写真（深度120～140m）

深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129 130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140

←b-9想定延長位置
（127.4ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：深部延長③（L-13.7孔）

・b-9の深部延長に位置するL-13.7孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

深度（m）

コア写真（深度120～140m）

深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129 130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140

←b-9想定延長位置
（127.7ｍ付近）

L-13.7 （孔口標高35.24m，掘進長600m） 深度（m）

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109
110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：深部延長④（L-12.5孔）

・b-9の深部延長に位置するL-12.5孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

L-12.5 （孔口標高35.80m，掘進長206m）

コア写真（深度140～160m）

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

141

142

143

144

145

146

147

148

149

160

深度（m）深度（m） 深度（m）

コア写真（深度160～180m）

深度（m）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

←174.18ｍ
「S-1」
N85°W/66°NE

←b-9想定延長位置
（164.1ｍ付近）

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：浅部延長①（M-14’孔）

・b-9の浅部延長に位置するM-14’孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

深度（m）

コア写真（深度60～80m）

深度（m）

M-14’（孔口標高34.40m，掘進194m，傾斜73°）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80

深度（m）

コア写真（深度80～100m）

深度（m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

←88.59m
「b-13」
N40°E/74°NW

←b-9想定延長位置
（73.5ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：浅部延長②（M-14孔）

・b-9の浅部延長に位置するM-14孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

M-14（孔口標高34.08m，掘進長446m） 深度（m）深度（m）

コア写真（深度40～60m）

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49 50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

41

42

43

44

45

46

47

48

49

60

深度（m）深度（m）

コア写真（深度60～80m）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80←b-9想定延長位置
（59.5ｍ付近）
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b-10確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

投影測線

位置図

露頭調査範囲

b-10確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

• b-10は，L-13.7孔の深度93.15m，L-14’孔の深度86.71mのみで認められ，深部及び浅部方向
のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-10
L-13.7：93.15m EL-57.94m 9 N59°E/59°NW

L-14’：86.71m EL-49.23m 16 N53°E/67°NW K
-
1
3
.6

L
-
1
4
’ M
-
1
3
’

←NW SE→

EL0m

EL-50m

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

L
-
1
3
.7

b-10_L-14’：N53°E/67°NW
b-10_L-13.7：N59°E/59°NW

【b-10の深部】
K-13.6孔にはb-10に対
応する破砕部は認めら
れない。

114.2m

14.1m

【b-10の浅部】
M-13’孔にはb-10に対
応する破砕部は認めら
れない。

b-5～b-13の連続性検討 b-10の連続性

・L-13.7孔の深度93.15m及びL-14’孔の深度86.17mの破砕部は，近接した
ボーリング孔の同程度の深度で確認され，走向傾斜が類似していることか
ら，同一の構造であると判断。

b-10を確認したボーリング

b-10が認められないボーリング（深部方向）

b-10を確認したボーリング

b-10が認められないボーリング（深部方向）

b-10が認められないボーリング（浅部方向）

b-10が認められないボーリング（浅部方向）

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。
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b-5～b-13の連続性検討 b-10の連続性：深部延長（K-13.6孔）

・b-10の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-10に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

コア写真（深度120～140m）

深度（m） 深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129
130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

149

←b-10想定延長位置
（114.2ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-10の連続性：浅部延長（M-13’孔）

・b-10の浅部延長に位置するM-13’孔には，b-10に対応する破砕部は認められない。

M-13' （孔口標高38.10m，掘進長208m） 深度（m）

コア写真（深度0～20m）

0

深度（m）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

深度（m）

コア写真（深度20～40m）

深度（m）

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29 30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

21

22

23

24

25

26

27

28

29

40

←b-10想定延長位置
（14.1ｍ付近）
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b-11確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

投影測線

位置図

露頭調査範囲

b-11確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

• b-11は，L-13.5孔の深度159.03m，L-13.7孔の深度161.27m，L-14’孔の深度152.45mで認められ，深部及び浅部方
向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-11

L-13.5：159.03m EL-124.13m 4 N59°E/70°NW

L-13.7：161.27m EL-126.12m 15 N41°E/66°NW

L-14’：152.45m EL-113.36m 6 N63°E/59°NW
←NW SE→

EL0m

EL-50m

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

K
-
1
3
.6

L
-
1
4
’

L
-
1
3
.5

L
-
1
3
.7

【b-11の深部】
K-13.6孔にはb-11に対
応する破砕部は認めら
れない。

175.3m

b-11_L-13.7：N41°E/66°NW
b-11_L-13.5：N59°E/70°NW

b-11_L-14’：N63°E/59°NW

【b-11の浅部】
M-12.5孔，M-13’孔，M-
14孔にはb-11に対応す
る破砕部は認められない。

b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性

・L-13.5孔の深度159.03m，L-13.7孔の深度161.27m及びL-14’孔の深度
152.45mの破砕部は，近接したボーリング孔の同程度の深度で確認され，
走向傾斜が類似していることから，同一の構造であると判断。

b-11を確認したボーリング

b-11が認められないボーリング（深部方向）

b-11を確認したボーリング

b-11が認められないボーリング（深部方向）

b-11が認められないボーリング（浅部方向）

b-11が認められないボーリング（浅部方向）

M
-
1
4

M
-
1
3
’

M
-
1
2
.5

M-14：87.5m

M-13’：89.7m

M-12.5：79.2m

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。
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b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性：深部延長（K-13.6孔）

・b-11の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-11に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）深度（m） 深度（m）

コア写真（深度160～180m）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

コア写真（深度180～200m）

深度（m） 深度（m）

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189 190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

181

182

183

184

185

186

187

188

189

200

←b-11想定延長位置
（175.3ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性：浅部延長①（M-14孔）

・b-11の浅部延長に位置するM-14孔には，b-11に対応する破砕部は認められない。

M-14（孔口標高34.08m，掘進長446m）

深度（m）深度（m）

コア写真（深度60～80m）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80

深度（m）深度（m）

コア写真（深度80～100m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

←b-11想定延長位置
（87.5ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性：浅部延長②（M-13’孔）

・b-11の浅部延長に位置するM-13’孔には，b-11に対応する破砕部は認められない。

深度（m）

コア写真（深度80～100m）

深度（m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

←b-11想定延長位置
（89.7ｍ付近）

M-13' （孔口標高38.10m，掘進長208m）

深度（m）

コア写真（深度60～80m）

深度（m）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80
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b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性：浅部延長③（M-12.5孔）

・b-11の浅部延長に位置するM-12.5孔には，b-11に対応する破砕部は認められない。

M-12.5 （孔口標高28.10m，掘進長120m） 深度（m）

コア写真（深度60～80m）

深度（m）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80

←63.43ｍ
「S-1」
N62°W/72°NE

深度（m）

コア写真（深度80～100m）

深度（m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100←b-11想定延長位置
（79.2ｍ付近）
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b-12確認位置

• b-12は，L-14’孔の深度158.21mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-12 L-14’：158.21m EL-119.00m 11 N44°E/49°NW

投影測線

位置図

露頭調査範囲

b-12確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

L
-
1
4
’

←NW SE→

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL0m

EL-50m

投影断面図（H:V=2:1）

EL-350m

EL-400m

b-12：N44°E/49°NW

b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性

b-12を確認したボーリング

b-12が認められないボーリング（深部方向）

b-12を確認したボーリング

b-12が認められないボーリング（深部方向）

b-12が認められないボーリング（浅部方向）

b-12が認められないボーリング（浅部方向）

166.9m

172.1m

107.9m

112.2m 98.1m

L
-
1
2
.5

M
-
1
4

M
-
1
3
’

M
-
1
2
.5

K
-
1
3
.6

【b-12の深部】
L-12.5孔，K-13.6孔にはb-
12に対応する破砕部は認
められない。

【b-12の浅部】
M-12.5孔，M-13’孔，M-14
孔にはb-12に対応する破
砕部は認められない。

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。
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b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：深部延長①（L-12.5孔）

・b-12の深部延長に位置するL-12.5孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

L-12.5 （孔口標高35.80m，掘進長206m）

コア写真（深度140～160m）

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149 150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

141

142

143

144

145

146

147

148

149

160

深度（m）深度（m） 深度（m）

コア写真（深度160～180m）

深度（m）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

←174.18ｍ
「S-1」
N85°W/66°NE

←b-12想定延長位置
（166.9ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：深部延長②（K-13.6孔）

・b-12の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）深度（m） 深度（m）

コア写真（深度160～180m）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

コア写真（深度180～200m）

深度（m） 深度（m）

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189 190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

181

182

183

184

185

186

187

188

189

200

←b-12想定延長位置
（172.1ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：浅部延長①（M-12.5孔）

・b-12の浅部延長に位置するM-12.5孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

M-12.5 （孔口標高28.10m，掘進長120m）
深度（m）

コア写真（深度80～100m）

深度（m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

深度（m）

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109 110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

←b-12想定延長位置
（107.9ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：浅部延長②（M-13’孔）

・b-12の浅部延長に位置するM-13’孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

M-13' （孔口標高38.10m，掘進長208m） 深度（m）

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109 110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

←105.82m
「b-9」
N14°E/58°NW

←b-12想定延長位置
（112.2ｍ付近）

深度（m）

コア写真（深度120～140m）

深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129 130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140
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b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：浅部延長③（M-14孔）

・b-12の浅部延長に位置するM-14孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

M-14（孔口標高34.08m，掘進長446m） 深度（m）深度（m）

コア写真（深度80～100m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

深度（m）深度（m）

コア写真（深度100～120m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109
110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

←b-12想定延長位置
（98.1ｍ付近）
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b-13確認位置

• b-13は，M-14’孔の深度88.59mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-13 M-14’：88.59m EL-50.41m 16 N40°E/74°NW

投影測線

位置図

露頭調査範囲

b-13確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

M
-
1
4
’

M
-
1
3
’

←NW SE→

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL0m

EL-50m

投影断面図（H:V=2:1）

EL-350m

EL-400m

b-13：N40°E/74°NW

140.9m

【b-13の深部】
M-13’孔，L-13.7孔，K-13.6
孔にはb-13に対応する破砕
部は認められない。

b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性

21.5m

【b-13の浅部】
N-13.5’孔にはb-13に対応
する破砕部は認められない。

N
-
1
3
.5
’

b-13を確認したボーリング

b-13が認められないボーリング（深部方向）

b-13を確認したボーリング

b-13が認められないボーリング（深部方向）

b-13が認められないボーリング（浅部方向）

b-13が認められないボーリング（浅部方向）

L
-
1
3
.7

K
-
1
3
.6

311.4m

287.0m

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。
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b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性：深部延長①（M-13’孔）

・b-13の深部延長に位置するM-13’孔には，b-13に対応する破砕部は認められない。

M-13' （孔口標高38.10m，掘進長208m） 深度（m）

コア写真（深度120～140m）

深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129 130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140

深度（m）

コア写真（深度140～160m）

深度（m）

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149 150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

141

142

143

144

145

146

147

148

149

160

←b-13想定延長位置
（140.9ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性：深部延長②（L-13.7孔）

・b-13の深部延長に位置するL-13.7孔には，b-13に対応する破砕部は認められない。

L-13.7 （孔口標高35.24m，掘進長600m）

深度（m）

コア写真（深度260～280m）

深度（m）

270

271

272

273

274

275

276

277

278

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

279

270

271

272

273

274

275

276

277

278

261

262

263

264

265

266

267

268

269

279

280

深度（m）

コア写真（深度280～300m）

深度（m）

290

291

292

293

294

295

296

297

298

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

299

290

291

292

293

294

295

296

297

298

281

282

283

284

285

286

287

288

289

299

300

←b-13想定延長位置
（287.0ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性：深部延長③（K-13.6孔）

・b-13の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-13に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309
310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

301

302

303

304

305

306

307

308

309

320

コア写真（深度300～320m）

←b-13想定延長位置
（311.4ｍ付近）

コア写真（深度320～340m）

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329
330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

321

322

323

324

325

326

327

328

329

340
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b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性：浅部延長（N-13.5’孔）

・b-13の浅部延長に位置するN-13.5’孔には，b-13に対応する破砕部は認められない。

N-13.5'（孔口標高40.16m，掘進長45m，傾斜73°）

コア写真（深度0～20m）

深度（m）

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1

2

3

4

5

6

7

8

9

20

深度（m） 深度（m） 深度（m）

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29
30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

21

22

23

24

25

26

27

28

29

40

←10.90ｍ
「S-1」
N87°E/73°NW

←b-13想定延長位置
（21.5ｍ付近）

コア写真（深度20～40m）
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データ集４

露頭調査結果

4-1



重要な安全機能を有する施設 位置図

耐震重要施設

重大事故等対処施設

重要な安全機能を有する施設
（検討中のものを含む）

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の観点から公開できません。 4-2



１号機基礎掘削面スケッチ

１号機基礎掘削面スケッチ

断 層

・1号機基礎掘削面では，断層が9条確認される。 4-3



２号機基礎掘削面スケッチ

２号機基礎掘削面スケッチ

断 層

・2号機基礎掘削面では，断層が6条確認される。 4-4



200m

0

調査位置図
地質観察箇所

■ 2号機取水路トンネルにおいて，破砕部の抽出を行った結果を以下に示す。なお，抽出に当たっては破砕部の最大幅3cm以上のものを対象とした。ただし，連続性の観点からトンネル全周に亘
り認められる破砕部は幅が小さくても抽出し，その性状の類似性を確認した上で幅が大きいものに代表させた。

破砕部Ａ（基数番号99） 切羽写真
（黄点線：破砕部を加筆）

2m0

←ＮW ＳE→

破砕部Ａ 破砕部Ｂ 破砕部Ｃ

①走向・傾斜
(走向は真北）

N13゜E/80゜SE N3゜W/80゜NE N6゜E/75゜SE

②鏡肌の有無 あり なし なし

③挟在物
厚さ 0.1～1cm 1cm 0.2～1cm

物 粘土 粘性土
粘性土

～固結シルト

④直線性 直線性に乏しく凹凸する

⑤破砕部の幅 30cm 1cm 1cm

トンネル全周に亘り認められる3条の破砕部の性状

0                                  50m

破砕部Ａ
地表延長位置

破砕部Ａの地表延長位置

・幅3cm以上の破砕部が1条確認された。その他，トンネル全周に亘り認められる幅3cm未満の破砕部が2条確認された。
これらは，いずれも性状が類似することから，相対的に破砕部の幅が大きい破砕部Ａを代表とした。この破砕部Ａについ
ては，上方延長が海岸部の露岩域のK-2断層付近となり，その走向傾斜や破砕部の幅も類似することから，K-2断層に
対応すると考えられる。

・なお，海岸部で確認されたK-1，K-4，K-5断層に対応する破砕部は取水路トンネルでは確認されない。

Ａ
(N13゜E/80゜SE)

0
|

10
|

20
|

30
|

40
|

50
|

60
|

70
|

80
|

90
|

100
|

110
|

120
|

130
|

140
|

150
|

160
|

170
|

180
|

190
|

200
|

210
|

220
|

230
|

240
|

250
|

260
|

270
|

280
|

290
|

300
|

310
|

320
|

330
|

340
|

側壁・天端

底盤

Ａ

Ｂ
(N3゜W/80゜NE)

K-2 （N19゜E/72゜SE)

K-4 (N56゜W/85゜NE)

K-5 (N63゜W/64゜NE)

海域 海岸部（露岩域）

Ｃ
(N6゜E/75゜SE)

340

50m0

K-1  (N4゜E/58゜SE)

EL0m

EL-10m

EL-20m

EL-30m

EL-40m

EL-50m

取水路（断面図及び地質展開図）

Ｃ Ｂ

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

トンネル全周に亘り認められる破砕部

幅3cm以上の破砕部

海岸部の露頭調査で
確認された断層（11条）

補機冷却水取水路（断面図及び地質展開図）

0
|

10
|

20
|

30
|

40
|

50
|

60
|

70
|

側壁・天端

底盤

4-5

２号機取水路トンネル①

※地質展開図の拡大は次頁参照

補機冷却水取水路

EL0m

EL-10m

EL-20m

EL-30m

EL-40m

EL-50m
取水路



0
|

10
|

20
|

30
|

40
|

50
|

60
|

70
|

80
|

90
|

100
|

110
|

120
|

130
|

140
|

150
|

160
|

170
|

側壁
・

天端

K-2

0
|

10
|

20
|

30
|

40
|

50
|

60
|

70
|

補機冷却水路地質展開図

170
|

180
|

190
|

200
|

210
|

220
|

230
|

240
|

250
|

260
|

270
|

280
|

290
|

300
|

310
|

320
|

330
|

340
|

取水路地質展開図

南側

南側

北側

北側

底盤

側壁
・

天端

南側

南側

北側

北側

底盤

側壁
・

天端

南側

南側

北側

底盤
25m0

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

断層

凡例

(m)

(m)

(m)

・取水路トンネルでは，断層が1条確認される。

節理

4-6

２号機取水路トンネル②

■前頁で示した地質展開図の拡大を以下に示す。



緊急時対策所① 基礎底盤写真

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

位置図

緊急時対策所 基礎底盤写真

(m)

(m)

(m)

(m)

10m0
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緊急時対策所② 基礎底盤スケッチ

・緊急時対策所基礎底盤には，断層は認められない。

(m)

スケッチ

(m)

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

節理

・緊急時対策所基礎底盤において認められる割れ目は，いずれも密着しており，破砕部を伴わない。

安山岩礫

EL18.0m

EL19.0m

EL18.9m EL16.3m

EL15.8m

EL16.6m

EL15.9m EL17.0m

EL17.2m

EL17.1m

10m0
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淡水貯水槽（南側）① 基礎底盤写真

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

位置図

淡水貯水槽（南側） 基礎底盤写真

(m
)

(m
)

(m
)
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淡水貯水槽（南側）② 基礎底盤スケッチ

淡水貯水槽（南側） 基礎底盤スケッチ

(m
)

(m
)

(m
)

・淡水貯水槽（南側）基礎底盤には，断層は認められない。

・淡水貯水槽（南側）基礎底盤において認められる割れ目は，いずれも密着しており，破砕部を伴わない。

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

節理

安山岩礫

EL12.0m

EL14.6m

EL12.2m

EL14.1m

EL14.3m

EL16.8m

EL14.9m
EL15.3m

EL16.6m
EL16.9m

EL16.7m
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淡水貯水槽（東側）① 基礎底盤写真

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

位置図

淡水貯水槽（東側） 基礎底盤写真

(m)

(m)

(m)

(m)
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淡水貯水槽（東側）② 基礎底盤スケッチ

淡水貯水槽（東側） 基礎底盤スケッチ

・淡水貯水槽（東側）基礎底盤には，断層は認められない。

(m)

(m)

(m)

・淡水貯水槽（東側）基礎底盤において認められる割れ目は，いずれも密着しており，破砕部を伴わない。

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

節理

安山岩礫

EL18.3m
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フィルタ付格納容器ベント装置① 基礎底盤写真

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

位置図

フィルタ付格納容器ベント装置 基礎底盤写真

(m)

(m)

(m)

(m)

5m0

4-13



フィルタ付格納容器ベント装置② 基礎底盤スケッチ

フィルタ付格納容器ベント装置 基礎底盤スケッチ
・フィルタ付格納容器ベント装置基礎底盤には，断層は認められない。

・フィルタ付格納容器ベント装置基礎底盤において，
連続性のある割れ目は認められない。

(m)

(m)

(m)

(m)

安山岩（角礫質）

節理

安山岩礫

EL-1.3m

EL-1.9m

EL-1.8m

EL-4.7m

EL-1.9m

5m0
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地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用）① 基礎底盤写真

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

位置図

地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用） 基礎底盤写真 4-15



地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用）② 基礎底盤スケッチ

地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用） 基礎底盤スケッチ

・地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用）
基礎底盤には，断層は認められない。

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

節理

・地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機
用）基礎底盤において認められる割れ目は，
いずれも密着しており，破砕部を伴わない。

安山岩礫

EL5.0m
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地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用）トレンチ① 底盤写真

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

位置図

地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用）トレンチ 底盤写真
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地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用）トレンチ② 基礎底盤スケッチ

地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用）トレンチ 底盤スケッチ

・地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用）トレンチ基礎底盤には，断層は認められない。

・地下式軽油タンク（非常用ディーゼル発電機用）トレンチ基礎底盤において認められる割れ目は，いずれも密着しており，破砕部を伴わない。

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

節理

安山岩礫

EL15.4m
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代替所内電気設備建屋① 基礎底盤写真

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

位置図

代替所内電気設備建屋 基礎底盤写真 4-19



代替所内電気設備建屋② 基礎底盤スケッチ

代替所内電気設備建屋 基礎底盤スケッチ

(m)

(m
)

(m
)

・代替所内電気設備建屋基礎底盤には，断
層は認められない。

・代替所内電気設備建屋基礎底盤において認め
られる割れ目は，いずれも密着しており，破砕
部を伴わない。

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

節理

安山岩礫

EL18.0m

EL16.0m
EL14.4m

EL15.7m

EL14.5m

1
:0

.5

1
:0

.5
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代替所内電気設備建屋トレンチ① 底盤写真

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

位置図

代替所内電気設備建屋トレンチ 底盤写真

EL8.5m盤

EL14.5m盤
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代替所内電気設備建屋トレンチ② 底盤スケッチ

代替所内電気設備建屋トレンチ 底盤スケッチ

スケッチ位置図

・代替所内電気設備建屋トレンチ底盤には，断層は認められない。

EL8.5m

EL14.5m

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

節理

・代替所内電気設備建屋トレンチ底盤において認められる割れ目は，い
ずれも密着しており，破砕部を伴わない。

安山岩礫

1:2.0

1:0.5

1:0.5
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地下式軽油タンク(常設代替交流電源設備用）① 基礎底盤写真

枠囲みの内容は商業機密又は防護上の
観点から公開できません。

位置図

地下式軽油タンク(常設代替交流電源設備用） 基礎底盤写真 4-23



地下式軽油タンク(常設代替交流電源設備用）② 基礎底盤スケッチ

地下式軽油タンク(常設代替交流電源設備用） 基礎底盤スケッチ

・地下式軽油タンク(常設代替交流電源設備用）基礎底盤には，
断層は認められない。

安山岩（角礫質）

節理

・地下式軽油タンク(常設代替交流電源設備用）基礎底盤において認められる
割れ目は，いずれも密着しており，破砕部を伴わない。

EL11.4m

安山岩礫
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約2m

防潮堤標準断面図

←海側 山側→観察範囲

約4m

基礎杭

底盤

EL15m

防潮堤基礎部 位置図

防潮堤基礎部（数字はブロックNo.）

44BL 3BL

スケッチ範囲

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

トレンチ

試掘坑・試験坑・斜坑

凡 例

水平ボーリング孔

基礎掘削面（1,2号機建設時の掘削範囲）

4-25

34567891011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344

10BL20BL30BL40BL



0 10m

←南側 北側→

11～12BLは
埋土区間で記載を省略

3BL 4BL 5BL 6BL

7BL 8BL 9BL 10BL

13BL 14BL 15BL 16BL

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

人工構造物

4m

2m

0m
(底盤位置）

4m

2m

0m
(底盤位置）

4m

2m

0m
(底盤位置）

防潮堤基礎部スケッチ①（3BL～16BL）

4-26

13，14BL

12BL 15BL

※1 観察面模式平面図

海側

山側 ：観察面

No.13，14BLはその他のBLより海側の面を観察

観察方向

※1



30BL

29BL 31BL

防潮堤基礎部スケッチ②（17BL～31BL）

4-27

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

※2 観察面模式平面図

海側

山側 ：観察面

No.30BLはその他のBLより海側の面を観察

観察方向

4m

2m

0m

17BL 18BL 19BL 20BL

21BL 22BL 23BL 24BL

25BL 26BL 27BL 28BL

29BL 30BL 31BL

←南側 北側→

0 10m

(底盤位置）

4m

2m

0m
(底盤位置）

4m

2m

0m
(底盤位置）

4m

2m

0m
(底盤位置）

※1：斜面の一部に埋土を残したまま観察

※2



31BL 32BL 33BL 34BL

35BL 36BL 37BL 38BL

39BL 40BL 41BL 42BL

43BL 44BL

←南側 北側→

0 10m

4m

2m

0m
(底盤位置）

4m

2m

0m
(底盤位置）

4m

2m

0m
(底盤位置）

4m

2m

0m
(底盤位置）

凡 例

埋土

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

防潮堤基礎部スケッチ③（31BL～44BL）

・防潮堤基礎部には，断層は認められない。

4-28

・防潮堤基礎部において認められる割れ目は，
いずれも破砕部を伴わない。



データ集５

切り合い関係を確認したボーリングコア写真
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S-4とS-1の切り合い関係 鉛直ボーリング（H-7孔）

コア写真（深度90～116.8m）

←S-4想定延長位置
（112ｍ付近）

深度（m）深度（m）深度（m）深度（m）

・H-7孔において想定延長位置付近にS-4は認められない。
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S-4とS-1の切り合い関係 鉛直ボーリング（I-7孔）

コア写真（深度60～100m）

←S-4想定延長位置
（83ｍ付近）

深度（m）深度（m）深度（m）深度（m）

・I-7孔において想定延長位置付近にS-4は認められない。
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S-4とS-1の切り合い関係 鉛直ボーリング（J-7孔）

コア写真（深度20～60m）

←S-4想定延長位置
（45ｍ付近）

深度（m）深度（m）深度（m）深度（m）

・J-7孔において想定延長位置付近にS-4は認められない。
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S-1とS-2・S-6の切り合い関係 水平ボーリング（SE-2孔）

コア写真（深度40～80m）

←S-1想定延長位置
（60ｍ付近）

←S-2・S-6確認位置
（52.15～52.20m）

深度（m）深度（m） 深度（m）深度（m）

・SE-2孔において想定延長位置付近にS-1は認められない。
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S-1とS-2・S-6の切り合い関係 鉛直ボーリング（R-6孔）

コア写真（深度10～50m）

←S-1
想定延長位置
（34ｍ付近）

深度（m）深度（m） 深度（m）深度（m）

・R-6孔において想定延長位置付近にS-1は認められない。
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S-5とS-4の切り合い関係 鉛直ボーリング（2V-2孔）

←S-5
想定延長位置
（62ｍ付近）

コア写真（深度40～80m）

深度（m）深度（m） 深度（m）深度（m）

←S-4確認位置
（46.40ｍ）

・2V-2孔において想定延長位置付近にS-5は認められない。
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S-7とS-2・S-6の切り合い関係 鉛直ボーリング（K-7孔）

コア写真（深度40～80m）

深度（m）深度（m） 深度（m）深度（m）

←S-7
想定延長位置
（62ｍ付近）

・K-7孔において想定延長位置付近にS-7は認められない。

5-8



S-8とS-2・S-6の切り合い関係 鉛直ボーリング（R-7孔）

←S-8
想定延長位置
（59ｍ付近）

コア写真（深度40～80m）

深度（m）深度（m） 深度（m）深度（m）

・R-7孔において想定延長位置付近にS-8は認められない。

5-9



余白
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データ集６－１

S-1の運動方向



（１）最新面及び変位センスの認定方法について
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最新面及び変位センスの認定方法について

a. ボーリングコア観察・BHTV観察・CT画像観察

・他の構造に切られていない，相対的に直線性・連続性のよいせん断面を抽出。

b. 条線観察

・条線方向を観察。

・複数の条線が確認される場合は，条線同士の新旧関係について検討。

・下記に示すリーデルせん断，礫まわりの粘土の非対称構造等から変位センスを認定。

変位方向

・すべり面の摩擦による抵抗を受けたと考えら
れる引きずられた構造を抽出。

・粘土が引きずられた方向を変位方向とした。

・すべり面に対して，わずかに斜交し，魚の
うろこのように分布する亀裂を抽出。亀裂
の先端表面では透きとおってみえる。

・すべり面上の条線に沿ってひっかかる方
向を変位方向とした。

・すべり面に対して鋭角に立つ礫の表面が
観察され，礫の背後に向かって，粘土が
薄く引きのばされたような形状を抽出。

・粘土が薄く引きのばされた方向を変位方
向とした。

c. 薄片観察

・条線観察で確認した条線方向で薄片を作成。

・他の構造に切られていない，相対的に直線性・連続性のよいせん断面を抽出し，最新面を認定。

・リーデルせん断，粘土鉱物の配列等から変位センスを認定または確認。
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・粘土状破砕部の中で最も直線性・連続性のよい面は，下盤境界付近と考えられる。

孔名
深度
（m）

粘土状破砕部
走向・傾斜

色 物 厚さ（cm）

L-6' 13.82
にぶい
黄褐色

粘土 0.1～0.8
N12°E/
58°NW

ボーリングコア・BHTV観察結果（S-2・S-6の性状）
13.6

13.7

13.8

13.9

14.0 （m）

S-2・S-6
最新面

ボーリングコア観察（L-6'孔）

N36°E/47°NW

N12°E/58°NW

N16°E/59°NW

S W N E S 

13.6

13.7

13.8

13.9

14.0
（m）

BHTV観察（L-6'孔）

S-2・S-6
最新面

a. ボーリングコア観察・BHTV観察・CT画像観察例（Ｌ-6’孔）

上位

下位

CT画像
観察範囲

CT画像観察（L-6'孔）

S-2・S-6
最新面
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0°

レイク（°）

走向N12°E 掘進
方向

観察面

傾斜58°NW

概念図

詳細観察写真Ａ（条線方向を加筆）

2㎜

（条線方向）
・２方向の条線が認められ，条線①のレイクは160°R，条線②のレイクは120°Rである。

（条線の新旧関係）
・不明瞭な条線①に重なって，明瞭な条線②が認められることから，条線①の後に条線②が形成されたと考え，
条線②を当該位置で確認された条線（最新の条線方向）とする。

※走向は真北で示す。

詳細観察写真Ａ

2㎜

条線方向①

160°

条線方向②

120°

b. 条線観察例①（Ｌ-6’孔）

下記拡大写真範囲

40㎜

観察面写真

10㎜

観察面拡大写真

詳細観察範囲Ａ

詳細観察範囲Ｂ

■前頁のボーリングコア・ＣＴ画像観察結果を踏まえ，下盤境界付近の最もはがれやすい面において，条線観察を実施。
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0°

レイク（°）

走向N12°E 掘進
方向

観察面

傾斜58°NW

概念図

（運動方向）
・条線方向及びリーデルせん断から，上盤隆起の逆断層センスが推定される。

※走向は真北で示す。

詳細観察写真Ｂ（亀裂を加筆）

b. 条線観察例②（Ｌ-6’孔）

下記拡大写真範囲

40㎜

観察面写真

10㎜

観察面拡大写真

詳細観察範囲Ａ

詳細観察範囲Ｂ

■前頁の観察結果を踏まえ，最新の活動方向だと考えられる120°R方向の条線について，変位センスを確認。

1㎜

亀裂

亀裂

亀裂

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

条線方向②

120°
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■条線観察結果を踏まえ， 条線
方向 のレイクでボーリングコア
を切断し，薄片観察を実施。

観察面概念図

掘進
方向

最新面
ボーリングコア

顕微鏡写真

上盤 下盤

上

下 1mm
上

下
1mm

粘土状破砕部
固結した砂状破砕部 安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

上盤 下盤

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

(西) (東)

(西) (東)

固結した砂状破砕部 粘土状破砕部

粘土状破砕部固結した砂状破砕部

粘土状破砕部固結した砂状破砕部

凡例

変位方向

R1面

Y面

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

顕微鏡写真範囲

粘土状破砕部

固結した砂状破砕部

下盤上盤

上

下
1cm

上

下
1cm

安山岩（角礫質）

固結した砂状破砕部 安山岩（角礫質）

顕微鏡写真範囲

下盤上盤

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

薄片写真（E-8.5-2_160R）

粘土状破砕部

固結した砂状破砕部

粘土状破砕部

固結した砂状破砕部
粘土状破砕部

（東)(西)

（東)(西)

拡大写真

0.5mm

拡大写真範囲

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

直交ニコル

・粘土状破砕部中には明瞭な
Ｙ面が認められ，その近傍で
は比較的連続性のよい割れ
目が認められる。この割れ目
から想定されるＲ１面より，
上盤隆起の逆断層センスが
推定される。

c. 薄片観察例（E-8.5-2_160R）

S-2・S-6
最新面

・Ｙ面は2箇所確認できるが，連続
性のよい粘土状破砕部の上盤側
を最新面と判断。
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（２）条線観察結果
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S-1の条線観察結果

位置図

S-1の運動方向（下半球等角投影図）
（左側を北として表示）

・S-1は，おもに北西-南東走向，北東傾斜であり，条線は北西方向の中角度である。

・変位センスが判読できるものは全て逆断層センスであり，条線のレイクを考慮すると，S-1の運動方向は右横ずれ逆断層センスとなる。

M-12.5

給水処
理建屋

駐車場

N-13

N-13.5'N-13'

N-14.5

O-16

O-17.3

O-17.5

J-9''

R-7

Ｂトレンチ
Ａトレンチ

X-2

岩盤調査坑（45データ）

K-10

えん堤左岸トレンチ

L-12.2

青字：条線観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-1（EL28m)

水平ボーリング孔

M-12.5''

M-12.5'

N=72

N

S-1の条線の姿勢（下半球等角投影図）
（左側を北として表示）

N=72

N

調査地点 粘土の厚さ（cm)
走向／傾斜

（走向は真北）
条線のレイク※

変位センス

（条線観察）

変位センス

（薄片観察）

R-7 深度153.35m 0.3～0.7 N62°W/70°NE 55°R 右横ずれ逆断層 －

Sd-2（水平ボーリング） 1 N62°W/70°NE 63°R 右横ずれ逆断層 －

X-2 深度37.38m フィルム状～0.1 N40°W/78°NE
30°R （不明） －

80°R （不明） －

J-9'' 深度29.33m 0.25 N83°E/73°NW 50°R （不明） －

K-10 深度16.95m フィルム状 N69°W/66°NE 40°R （不明） －

L-12.2 深度41.93m 0.1～0.15 N38°W/79°NE 40°R 右横ずれ逆断層 －

M-12.5 深度63.43m フィルム状～0.5 N62°W/72°NE
60°R （不明） －

45°R （不明） －

M-12.5’ 深度51.65m 1.4～1.8 N51°W/76°NE 40°R 右横ずれ逆断層 右横ずれ逆断層

M-12.5’’ 深度50.00m 0.7～0.9 N51°W/79°NE 65°R （不明） 右横ずれ逆断層

駐車場底盤ボーリングNo.1 2.5～5 N50°W/77°NE
20°R （不明） －

40°R （不明） －

駐車場底盤ボーリングNo.2
3.5～5

N46°W/74°NE

70°R （不明） －

20°R （不明） －

1.5～4.5 105°R （不明） －

N-13 深度11.10m 0.1～0.4 N50°W/75°NE 50°R （不明） －

N-13’ 深度23.39m フィルム状～0.2 N52°W/69°NE 60°R （不明） －

N-13.5’ 深度10.90m 0.1～0.4 N87°E/73°NW 90° 逆断層 －

N-14.5 深度21.31m 0.1～0.2 N55°W/84°NE
56°R （不明） －

26°R （不明） －

O-16 深度20.36m 0.6～1.4 N63°NW/87°NE 51°R （不明） －

えん堤左岸トレンチ 底盤 0.25～0.3 N80°W/86°NE
90°R （不明） －

110°R （不明） －

O-17.3 深度41.82m 0.1～0.2 N75°W／78°NE
28°R （不明） －

63°R 右横ずれ逆断層 －

O-17.5 深度25.29m 0.2～0.3 N76°W／80°NE 40°R （不明） －

*岩盤調査坑の45データについては，次頁に記載。

※上盤側で確認したレイクは下盤側に換算して示す
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S-1の条線観察結果（岩盤調査坑）
試料番号

走向／傾斜

（走向は真北）

条線の
レイク※

変位センス
（条線観察）

変位センス
（薄片観察）

鉛直ボーリング
No.6Ｖ

下盤側

N61°W/77°NE

40°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

上盤側
75°Ｒ （不明） －

40°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

鉛直ボーリング
No.7Ｖ

上盤側 N62°W/68°NE 35°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

鉛直ボーリング
No.8Ｖ

下盤側

N59°W/76°NE

50°Ｒ （不明） －

上盤側
55°Ｒ （不明） －

25°Ｒ （不明） －

鉛直ボーリング
No.10Ｖ

下盤側 N61°W/74°NE 85°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

鉛直ボーリング
No.11Ｖ

下盤側
N52°W/73°NE

30°Ｒ （不明） －

上盤側 30°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

鉛直ボーリング
No.12Ｖ

下盤側 N56°W/71°NE 35°Ｒ （不明） －

鉛直ボーリング
No.13Ｖ

下盤側

N59°W/74°NE

40°Ｒ （不明） －

上盤側
40°Ｒ （不明） －

60°Ｒ （不明） －

鉛直ボーリング
No.15Ｖ

下盤側
N58°W/74°NE

35°Ｒ （不明） －

上盤側 65°Ｒ （不明） －

鉛直ボーリング
No.16Ｖ

下盤側
N60°W/73°NE

70°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

上盤側 35°Ｒ （不明） －

鉛直ボーリング
No.17Ｖ

下盤側 N59°W/74°NE 35°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

水平ボーリング
No.13-2

下盤側 N55°W/70°NE
30°Ｒ （不明） －

65°Ｒ （不明） －

水平ボーリング
No.14

下盤側 N68°W/70°NE 80°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

水平ボーリング
No.18-1

下盤側
N50°W/72°NE

65°Ｒ （不明） －

上盤側 20°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

水平ボーリング
No.19

下盤側 N52°W/74°NE 25°Ｒ （不明） －

試料番号
走向／傾斜

（走向は真北）

条線の
レイク※

変位センス
（条線観察）

変位センス
（薄片観察）

水平ボーリング
No.20(1)

下盤側 N56°W/73°NE 60°Ｒ （不明） －

水平ボーリング
No.20(2)

下盤側 N56°W/73°NE
25°Ｒ （不明） －

40°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

水平ボーリング
No.22-1

下盤側
N62°W/72°NE

40°Ｒ （不明） －

上盤側 50°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

水平ボーリング
No.23-1

下盤側 N57°W/72°NE 60°Ｒ （不明） 右横ずれ逆断層

水平ボーリング
No.25-1

下盤側 N54°W/78°NE
40°Ｒ （不明） －

60°Ｒ （不明） －

水平ボーリング
No.25-2

下盤側 N54°W/78°NE 40°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

水平ボーリング
No.26-1

下盤側 N56°W/71°NE
25°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

40°Ｒ （不明） －

水平ボーリング
No.27-1

下盤側 N51°W/77°NE 40°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

水平ボーリング
No.27-2

上盤側 N51°W/77°NE
45°Ｒ （不明） －

30°Ｒ （不明） －

No.24-2ブロック(1) 下盤側 N61°W/73°NE
35°Ｒ （不明） －

45°Ｒ 右横ずれ逆断層 右横ずれ逆断層

No.24-2ブロック(2) 下盤側 N61°W/73°NE 40°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

No.25-2ブロック(1) 下盤側 N54°W/78°NE 40°Ｒ 右横ずれ逆断層 右横ずれ逆断層

No.25-2ブロック(2) 下盤側 N54°W/78°NE 40°Ｒ 右横ずれ逆断層 －

水平ボーリングT-1
（深度3.34m）

下盤側 N60°W/68°NE 25°R 右横ずれ逆断層 －

水平ボーリングT-2
（深度2.85m）

下盤側 N62°W/65°NE 40°R （不明） －

水平ボーリングT-3
（深度2.55m）

下盤側 N61°W/67°NE

40°R （不明） －

75°R （不明） －

18°R （不明） －

※上盤側で確認したレイクは下盤側に換算して示す。

■は，条線データが重複しているため，データ数に含めない。

＊ボーリング孔名の「No.○」は，切羽の番号を示す。南東側がNo.1切羽で北西側のNo.30切羽まで約1m間隔。 6-10



条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.6V（下盤側）①）

観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

0°

レイク（°）

走向N61°W

観察面拡大写真

条線方向

40°

詳細観察範囲Ａ

10㎜

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜77°NE

※走向は真北で示す。
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0.25㎜

0°

レイク（°）

走向N61°W

詳細観察写真Ａ

1㎜

・条線のレイクは40°R，変位センスは右横ずれ逆断層センス

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜77°NE

※走向は真北で示す。

詳細観察範囲Ｂ

詳細観察写真Ｂ

条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.6V（下盤側）②）
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.6V（上盤側）①）

40㎜

拡大写真範囲

観察面写真

・条線のレイクは75°R（下盤側換算），変位センスは不明

詳細観察範囲

10㎜ 2㎜

105°

条線方向

観察面拡大写真 詳細観察写真

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N61°W

傾斜77°NE

0°

観察面

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.6V（上盤側）②）

観察面拡大写真

2㎜

140°

条線方向

40㎜

観察面写真

拡大写真範囲

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N61°W

傾斜77°NE

0°

観察面

詳細観察範囲A

※走向は真北で示す。

・条線のレイクは40°R （下盤側換算） ，変位センスは右横ずれ逆断層センス

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

亀裂

亀裂

亀裂
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.6V（上盤側）③）

・条線のレイクは40°R （下盤側換算） ，変位センスは右横ずれ逆断層センス

詳細観察写真A

1㎜ 0.5㎜

詳細観察写真B

詳細観察範囲B

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

亀裂

亀裂

亀裂

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N61°W

傾斜77°NE

0°

観察面

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.7V（上盤側））

・条線のレイクは35°R（下盤側換算），変位センスは右横ずれ逆断層センス

拡大写真範囲

観察面写真

40㎜

詳細観察写真（A－A'断面）

1㎜

掘進
方向

条線方向及び粘土の非対称構造から，
逆断層センスを示す。

粘土

下
盤
側

上
盤
側

A

2㎜

A’

145°

条線方向

観察面拡大写真

レイク（°）

概念図

0°走向N62°W

傾斜68°NE

観察面

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.8V（下盤側））

・条線のレイクは50°R，変位センスは不明

40㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

4㎜ 2㎜

条線方向

50°

観察面拡大写真 詳細観察写真
観察面写真

0°

レイク（°）

走向N59°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜76°NE

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.8V（上盤側））

拡大写真範囲

20㎜

詳細観察範囲

4㎜ 1㎜

155°

条線方向

125°

条線方向

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N59°W

傾斜76°NE

0°

観察面

観察面拡大写真 詳細観察写真

観察面写真

※走向は真北で示す。

・条線のレイクは25°R （下盤側換
算），変位センスは不明

・条線のレイクは55°R （下盤側換
算），変位センスは不明 6-18



条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.10V（下盤側）①）

～
8
5
d
e
g.

1㎜

観察面拡大写真 詳細観察写真A観察面写真

0°

レイク（°）

走向N61°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜74°NE

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

※走向は真北で示す。

詳細観察範囲B

50㎜
拡大写真範囲

詳細観察範囲A

4㎜

85°

条線方向
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.10V（下盤側）②）

1㎜ 0.5㎜ 0.5㎜

0°

レイク（°）

走向N61°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜74°NE

※走向は真北で示す。

・条線のレイクは85°R，変位センスは右横ずれ逆断層センス

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

詳細観察写真Ｃ 詳細観察写真Ｄ詳細観察写真Ｂ

詳細観察範囲Ｃ

詳細観察範囲Ｄ
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.11V（下盤側））

・条線のレイクは30°R，変位センスは不明

50㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

4㎜ 2㎜

30°

条線方向

0°

レイク（°）

走向N52°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜73°NE

観察面拡大写真 詳細観察写真観察面写真

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.11V（上盤側）①）

4㎜

詳細観察範囲Ａ

40㎜

拡大写真範囲

2㎜

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N52°W

傾斜73°NE

0°

観察面

観察面拡大写真 詳細観察写真Ａ観察面写真

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

※走向は真北で示す。

詳細観察範囲Ｂ

150°

条線方向
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・条線のレイクは30°R （下盤側換算），変位センスは右横ずれ逆断層センス

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N52°W

傾斜73°NE

0°

観察面

※走向は真北で示す。

1㎜ 0.5㎜

詳細観察範囲Ｃ

詳細観察写真Ｃ詳細観察写真Ｂ

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.11V（上盤側）②）
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.12V（下盤側））

・条線のレイクは35°R，変位センスは不明

20㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

4㎜ 2㎜

35°

条線方向

0°

レイク（°）

走向N56°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜71°NE

観察面拡大写真 詳細観察写真観察面写真

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.13V（下盤側））

4㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは40°R，変位センスは不明

40㎜

拡大写真範囲

2㎜

40°

条線方向

0°

レイク（°）

走向N59°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜74°NE

観察面拡大写真 詳細観察写真観察面写真

※走向は真北で示す。

6-25



条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.13V（上盤側））

40㎜

拡大写真範囲A

拡大写真範囲B

・条線のレイクは60°R（下盤側換
算），変位センスは不明

4㎜

120°

条線方向

2㎜

140°

条線方向

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N59°W

傾斜74°NE

0°

観察面

観察面拡大写真A 観察面拡大写真B観察面写真

※走向は真北で示す。

・条線のレイクは40°R（下盤側換
算），変位センスは不明 6-26



条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.15V（下盤側））

40㎜

拡大写真範囲

4㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは35°R，変位センスは不明

2㎜

35°

条線方向

0°

レイク（°）

走向N58°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜74°NE

観察面拡大写真 詳細観察写真観察面写真

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.15V（上盤側））

・条線のレイクは65°R（下盤側換算），変位センスは不明

拡大写真範囲

20㎜

詳細観察範囲

4㎜ 2㎜

115°

条線方向

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N58°W

傾斜74°NE

0°

観察面

観察面拡大写真 詳細観察写真観察面写真

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.16V（下盤側））

10㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは70°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

詳細観察範囲

4㎜ 1㎜

70°

条線方向

0°

レイク（°）

走向N60°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜73°NE

観察面拡大写真 詳細観察写真観察面写真

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.16V（上盤側））

20㎜

・条線のレイクは35°R（下盤側換算），変位センスは不明

4㎜ 1㎜

145°

条線方向

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N60°W

傾斜73°NE

0°

観察面

観察面拡大写真 詳細観察写真観察面写真

※走向は真北で示す。

拡大写真範囲

詳細観察範囲
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.17V（下盤側）①）

4㎜

詳細観察範囲Ａ

2㎜

35°

条線方向

観察面拡大写真 詳細観察写真Ａ

0°

レイク（°）

走向N59°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜74°NE

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

※走向は真北で示す。

詳細観察範囲Ｂ

40㎜

拡大写真範囲

観察面写真
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条線観察結果（岩盤調査坑 鉛直ボーリングNo.17V（下盤側）②）

・条線のレイクは35°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

0°

レイク（°）

走向N59°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜74°NE

※走向は真北で示す。

1㎜

詳細観察写真Ｃ詳細観察写真Ｂ

0.5㎜

詳細観察範囲Ｃ

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.13-2（下盤側）①）

40㎜

10㎜

観察面写真

拡大写真範囲

詳細観察範囲

2㎜

・条線のレイクは30°R，変位センスは不明

30°

条線方向

走向
N55°W

傾斜70°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

観察面拡大写真 詳細観察写真

←SW NE→

試料採取位置（No.13切羽）

ボーリング箇所（No.13）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.13-2（下盤側）②）

2㎜

・条線のレイクは65°R，変位センスは不明

10㎜

65°

条線方向

走向
N55°W

傾斜70°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

観察面拡大写真 詳細観察写真

40㎜

観察面写真

拡大写真範囲

←SW NE→

試料採取位置（No.13切羽）

ボーリング箇所（No.13）

Ｓ－１

詳細観察範囲

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.14（下盤側）①）

観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真Ａ

←SW NE→

試料採取位置（No.14切羽）

ボーリング箇所（No.14） 40㎜

拡大写真範囲

10㎜ 2㎜

詳細観察範囲Ａ

80°

条線方向

条線方向及び礫周りの粘土の
非対称構造から，逆断層センス
を示す。

Ｓ－１

詳細観察範囲B

礫

粘土

走向
N68°W

傾斜70°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図 ※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.14（下盤側）②）

・条線のレイクは80°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

0.5㎜ 0.5㎜

礫

粘土

条線方向及び礫周りの粘
土の非対称構造から，逆断
層センスを示す。

詳細観察写真B 詳細観察写真C

詳細観察範囲C

走向
N68°W

傾斜70°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.14切羽）

ボーリング箇所（No.14）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.18-1（下盤側））

40㎜

10㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

・条線のレイクは65°R，変位センスは不明

1㎜

※低角度の条線は認められるものの，断続的であることから，人為的にできたものと考えられる。

65°

条線方向

走向
N50°W

傾斜72°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図
観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真

←SW NE→

試料採取位置（No.18切羽）

ボーリング箇所（No.18-1）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.18-1（上盤側））

2㎜

40㎜

拡大写真範囲

10㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは20°R（下盤側換算），変位センスは右ずれ逆断層センス

走向
N50°W

傾斜72°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

160°

条線方向

観察面

概念図 観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真

亀裂

条線方向及びリーデルせん断か
ら，逆断層センスを示す。

←SW NE→

試料採取位置（No.18切羽）

ボーリング箇所（No.18-1）

亀裂

亀裂

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.19（下盤側））

詳細観察範囲

40㎜

10㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは25°R，変位センスは不明

25°

条線方向

走向
N52°W

傾斜74°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

観察面拡大写真

観察面写真

←SW NE→

試料採取位置（No.19切羽）

ボーリング箇所（No.19）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.20(1)（下盤側））

10㎜

40㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは60°R，変位センスは不明

60°

条線方向

走向
N56°W

傾斜73°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

観察面拡大写真

観察面写真

←SW NE→

試料採取位置（No.20切羽）

ボーリング箇所（No.20）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.20(2)（下盤側）①）

40㎜

拡大写真範囲

10㎜

・条線のレイクは25°R，変位センスは不明

走向
N56°W

傾斜73°NE

0°

レイク（°）

25°

条線方向

掘進
方向

観察面

概念図

観察面拡大写真

観察面写真

←SW NE→

試料採取位置（No.20切羽）

ボーリング箇所（No.20）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.20(2)（下盤側）②）

2㎜10㎜

詳細観察範囲Ａ

40°

条線方向

40㎜

拡大写真範囲

走向
N56°W

傾斜73°NE

0°

レイク（°）

掘進
方向

観察面

概念図
観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真Ａ

条線方向及び礫周りの粘土の
非対称構造から，逆断層センス
を示す。

礫

粘土

←SW NE→

試料採取位置（No.20切羽）

ボーリング箇所（No.20）

Ｓ－１

詳細観察範囲Ｂ

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.20(2)（下盤側）③）

詳細観察範囲Ｃ

・条線のレイクは40°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

走向
N56°W

傾斜73°NE

0°

レイク（°）

掘進
方向

観察面

概念図 観察面写真Ｂ

詳細観察写真Ｃ 詳細観察写真（A－A'断面）

条線方向及び礫周りの粘
土の非対称構造から，逆断
層センスを示す。

礫
粘土

←SW NE→

試料採取位置（No.20切羽）

ボーリング箇所（No.20）

Ｓ－１

１㎜0.5㎜

１㎜

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.22-1（下盤側））

40㎜

10㎜

詳細観察写真

観察面写真

観察面拡大写真

2㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

・条線のレイクは40°R，変位センスは不明

40°

条線方向

走向
N62°W

傾斜72°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.22切羽）

ボーリング箇所（No.22-1）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.22-1（上盤側））

40㎜

観察面写真

10㎜ 2㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

観察面拡大写真 詳細観察写真

・条線のレイクは50°R（下盤側換算），変位センスは右ずれ逆断層センス

130°

条線方向

走向
N62°W

傾斜72°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

条線方向及び礫周りの粘土
の非対称構造から，逆断層セ
ンスを示す。

礫

粘土

←SW NE→

試料採取位置（No.22切羽）

ボーリング箇所（No.22-1）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.23-1（下盤側））

10㎜ 2㎜

40㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真

・条線のレイクは60°R，変位センスは不明

60°

条線方向

走向
N57°W

傾斜72°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.23切羽）

ボーリング箇所（No.23-1）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。

6-46



条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.25-1（下盤側）①）

10㎜

観察面拡大写真

40㎜

観察面写真

拡大写真範囲

詳細観察範囲

2㎜

詳細観察写真

・条線のレイクは40°R，変位センスは不明

40°

条線方向

走向
N54°W

傾斜78°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

ボーリング箇所（No.25-1）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.25-1（下盤側）②）

詳細観察範囲

10㎜

観察面拡大写真

40㎜

観察面写真

拡大写真範囲

・条線のレイクは60°R，変位センスは不明

60°

条線方向

走向
N54°W

傾斜78°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

ボーリング箇所（No.25-1）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.25-2（下盤側）①）

１㎜

観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真Ａ

10㎜

40㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲Ｂ

走向
N54°W

傾斜78°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

条線方向及び礫周りの粘土
の非対称構造から，逆断層
センスを示す。

礫

粘土

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

ボーリング箇所（No.25-2）

Ｓ－１

詳細観察範囲Ａ

40°

条線方向

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.25-2（下盤側）②）

・条線のレイクは40°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

走向
N54°W

傾斜78°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

条線方向及び礫周りの粘土
の非対称構造から，逆断層
センスを示す。

礫

粘土

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

ボーリング箇所（No.25-2）

Ｓ－１

１㎜2㎜

40°

条線方向

詳細観察写真（A－A'断面）詳細観察写真Ｂ

6-50



条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.26-1（下盤側）①）

詳細観察範囲a’

20㎜

観察面写真

拡大写真範囲

走向
N56°W

傾斜71°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

観察面拡大写真 詳細観察写真Ａ

2㎜ 1㎜

25°

条線方向

礫

粘土

条線方向及び礫周りの粘土の
非対称構造から，逆断層センス
を示す。

←SW NE→

試料採取位置（No.26切羽）

ボーリング箇所（No.26-1）

詳細観察範囲Ａ

Ｓ－１

詳細観察範囲Ｂ
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.26-1（下盤側）②）

走向
N56°W

傾斜71°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

詳細観察写真Ｂ 詳細観察写真（A－A'断面）

・条線のレイクは25°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

条線方向及び礫周りの粘土の
非対称構造から，逆断層センス
を示す。

礫

粘土

←SW NE→

試料採取位置（No.26切羽）

ボーリング箇所（No.26-1）

Ｓ－１

0.5㎜ 0.5㎜

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.26-1（下盤側）③）

2㎜

詳細観察写真

10㎜

観察面拡大写真

詳細観察範囲

40°

条線方向

20㎜

観察面写真

拡大写真範囲

走向
N56°W

傾斜71°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.26切羽）

ボーリング箇所（No.26-1）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.27-1（下盤側）①）

10㎜

40㎜

観察面写真

観察面拡大写真

拡大写真範囲

詳細観察範囲Ａ

2㎜

40°

条線方向

走向
N51°W

傾斜77°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

条線方向及び礫周りの粘土
の非対称構造から，逆断層
センスを示す。

礫

粘土

←SW NE→

試料採取位置（No.27切羽）

ボーリング箇所（No.27-1）

Ｓ－１

詳細観察範囲Ｂ

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.27-1（下盤側）②）

観察面写真

詳細観察写真Ｃ 詳細観察写真（A－A'断面）

・条線のレイクは40°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

走向
N51°W

傾斜77°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.27切羽）

ボーリング箇所（No.27-1）

Ｓ－１

1㎜

0.5㎜ 0.5㎜

詳細観察写真Ｂ

詳細観察範囲Ｃ

条線方向及び礫周りの粘土
の非対称構造から，逆断層
センスを示す。

礫
粘土

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.27-2（上盤側）①）

2㎜
10㎜

40㎜

観察面写真

拡大写真範囲

詳細観察範囲

・条線のレイクは45°R（下盤側換算），変位センスは不明

135°

条線方向

走向
N51°W

傾斜77°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

観察面拡大写真 詳細観察写真

←SW NE→

試料採取位置（No.27切羽）

ボーリング箇所（No.27-2）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングNo.27-2（上盤側）②）

・条線のレイクは30°R（下盤側換算），変位センスは不明

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

150°

条線方向

40㎜

観察面写真

拡大写真範囲

観察面拡大写真 詳細観察写真

走向
N51°W

傾斜77°NE

掘進
方向

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.27切羽）

ボーリング箇所（No.27-2）

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 No.24-2ブロック(1)（下盤側）①）

50mm拡大写真範囲

10㎜

観察面拡大写真

詳細観察範囲

2㎜

詳細観察写真

・条線のレイクは35°R，変位センスは不明

35°

条線方向

観察面写真

←SW NE→

試料採取位置（No.24切羽）

試料採取箇所
（No.24-2ブロック）

走向
N61°W

傾斜73°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 No.24-2ブロック(1)（下盤側）②）

10㎜

観察面拡大写真
・条線のレイクは45°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

45°

条線方向

走向
N61°W

傾斜73°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図
50mm

拡大写真範囲

観察面写真

礫

粘土

条線方向及び礫周りの粘土の非
対称構造，逆断層センスを示す。

←SW NE→

試料採取位置（No.24切羽）

試料採取箇所
（No.24-2ブロック）

※走向は真北で示す。

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 No.24-2ブロック(2)（下盤側））
←SW NE→

試料採取位置（No.24切羽）

試料採取箇所
（No.24-2ブロック）

Ｓ－１

・条線のレイクは40°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

走向
N61°W

傾斜73°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

10㎜ 2㎜

40°

条線方向

40mm

拡大写真範囲

詳細観察範囲

観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真

条線方向及び礫周りの粘土
の非対称構造から，逆断層
センスを示す。

礫
粘土

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 No.25-2ブロック(1)（下盤側））

10㎜

詳細観察範囲

観察面拡大写真

観察面写真

5㎜

詳細観察写真

・条線のレイクは40°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

50㎜

拡大写真範囲

40°

条線方向

走向
N54°W

傾斜78°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図

礫

粘土

条線方向及び礫周りの粘土の
非対称構造から，逆断層センス
を示す。

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

試料採取箇所
（No.25-2ブロック）

※走向は真北で示す。

Ｓ－１

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 No.25-2ブロック(2)（下盤側）①）

観察面写真 観察面拡大写真

走向
N54°W

傾斜78°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

試料採取箇所
（No.25-2ブロック）

※走向は真北で示す。

Ｓ－１

2 cm 5㎜

40°

条線方向

拡大写真範囲

詳細観察範囲Ａ

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 No.25-2ブロック(2)（下盤側）②）

・条線のレイクは40°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

走向
N54°W

傾斜78°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図

礫

粘土

条線方向及び礫周りの粘土の
非対称構造から，逆断層センス
を示す。

←SW NE→

試料採取位置（No.25切羽）

試料採取箇所
（No.25-2ブロック）

※走向は真北で示す。

Ｓ－１

1㎜ 0.5㎜

詳細観察写真Ａ 詳細観察写真Ｂ

40°

条線方向

詳細観察範囲Ｂ

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングT-1[深度3.34m]（下盤側）①）

拡大写真範囲

観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真Ａ

30㎜

10㎜

詳細観察範囲Ａ
詳細観察範囲Ｂ

詳細観察範囲Ｃ

2㎜

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N60°W

掘進方向

傾斜68°NE

0°

条線方向

25°
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングT-1[深度3.34m]（下盤側）②）

・条線のレイクは25°R，変位センスは右横ずれ逆断層センス

1㎜

条線方向

25°

詳細観察写真Ｃ詳細観察写真Ｂ

0.5㎜

条線方向及びリーデルせん断，礫周りの粘土の非対称構造から，逆断層センスを
示す。観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N60°W

掘進方向

傾斜68°NE

0°

条線方向

25°
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングT-2[深度2.85m]（下盤側））

・条線のレイクは40°R，変位センスは不明

拡大写真範囲

観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真

30㎜

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N62°W

掘進方向

傾斜65°NE

0°

条線方向

40°

＊高角度の条線が認められるものの，断続的であることから，人為的にできたものと考えられる。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングT-2[深度2.85m]（下盤側））

・条線のレイクは40°R，変位センスは不明

拡大写真範囲

観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真

30㎜

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N62°W

掘進方向

傾斜65°NE

0°

条線方向

40°

＊高角度の条線が認められるものの，断続的であることから，人為的にできたものと考えられる。
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングT-3[深度2.55m]（下盤側）①）

・条線のレイクは40°R，変位センスは不明

拡大写真範囲Ａ

観察面写真

観察面拡大写真Ａ 詳細観察写真Ａ

30㎜

10㎜

詳細観察範囲Ａ

2㎜

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N61°W

掘進方向

傾斜67°NE

0°

条線方向

40°

6-68



条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングT-3[深度2.55m]（下盤側）②）

・条線のレイクは75°R，変位センスは不明

観察面写真

観察面拡大写真Ｂ 詳細観察写真Ｂ

30㎜

10㎜

詳細観察範囲Ｂ

2㎜

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N61°W

掘進方向

傾斜67°NE

0°

条線方向

75°

拡大写真範囲Ｂ
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条線観察結果（岩盤調査坑 水平ボーリングT-3[深度2.55m]（下盤側）③）

・条線のレイクは18°R，変位センスは不明

観察面写真

観察面拡大写真Ｃ 詳細観察写真Ｃ

30㎜

10㎜

詳細観察範囲Ｃ

2㎜

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N61°W

掘進方向

傾斜67°NE

0°

拡大写真範囲Ｃ

条線方向

18°
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条線観察結果（ボーリングR-7[深度153.35m]（上盤側））

最新面

コア写真（Ｓ－１付近）

153.4m

153.3m

掘進
方向

レイク（°）

概念図

0°

観察面

10㎜ 1㎜

125°

条線方向

亀裂

条線方向及びリーデルせん断か
ら，逆断層センスを示す。

亀裂

亀裂

観察面拡大写真 詳細観察写真

125°

条線方向

拡大写真範囲

詳細観察範囲

・条線のレイクは55°R （下盤側換算） ，変位センスは右横ずれ逆断層センス

※Ｓ－１の走向は基礎掘削底盤の調査結果に基づき
N62°Wと仮定した。走向は真北で示す。

（走向N62°W）

（傾斜70°NE）
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条線観察結果（水平ボーリングSd-2[深度62.71m]（下盤側））

コア写真（Ｓ－１付近）

観察面

概念図

0°

レイク（°）

掘進
方向

最新面

62.8m62.7m

観察面

30㎜

10㎜ 1㎜

・条線のレイクは63°R，変位センスは右横ずれ逆断層センス

観察面拡大写真 詳細観察写真観察面写真

63°

条線方向

詳細観察範囲

詳細観察範囲

条線方向及び礫周りの粘土の非対称構
造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

※Ｓ－１の走向は基礎掘削底盤の調査結果に基づき
N62°Wと仮定した。走向は真北で示す。

（走向N62°W）

（傾斜70°NE）
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条線観察結果（ボーリングX-2[深度37.38m]（下盤側））

0°

レイク（°）

走向N40°W

掘進
方向

観察面

概念図

傾斜78°NE

※走向は真北で示す。

最新面

コア写真

40㎜

観察面写真

37.7m

37.6m

・人為的な情報（キズ）も含まれているものの，観察面で認められ
る条線については，左上から右下に向けて刻されている。

すべりによる条線とした場合：80°R

すべりによる条線とした場合：30°R

40㎜

観察面写真（加筆）
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条線観察結果（ボーリングJ-9”[深度29.33m]（上盤側））

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N83°E

傾斜73°NW

0°

観察面

10㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは50°R（下盤側換算），変位センスは不明

1㎜

130°

条線方向

拡大写真範囲

30㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（ボーリングK-10[深度16.95m]（下盤側））

0°

レイク（°）

走向N69°W掘進
方向

観察面

傾斜66°NE

概念図
※走向は真北で示す。

・条線のレイクは40°R，変位センスは不明

20㎜
10㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

2㎜

条線方向

40°
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条線観察結果（ボーリングL-12.2 [深度41.93m]（上盤側））

2㎜

観察面拡大写真 詳細観察写真

・条線のレイクは40°R（下盤側換算），変位センスは右横ずれ逆断層センス

条線方向

140°

50㎜

拡大写真範囲
10㎜

詳細観察範囲

観察面写真

掘進方向
（80°傾斜）

レイク（°）

概念図

走向N38°W

傾斜79°NE

0°

観察面

※走向は真北で示す。

条線方向及び礫周りの粘土
の非対称構造から，逆断層セ
ンスを示す。

礫

粘土
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条線観察結果（ボーリングM-12.5[深度63.43m]（下盤側）①）

0°

レイク（°）

走向N62°W

掘進
方向

観察面

傾斜72°NE

概念図

10㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは60°R，変位センスは不明

2㎜

条線方向

60°

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（ボーリングM-12.5[深度63.43m]（下盤側）②）

・条線のレイクは45°R，変位センスは不明

2㎜

条線方向

45°

10㎜

詳細観察範囲

20㎜

拡大写真範囲

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

0°

レイク（°）

走向N62°W

掘進
方向

観察面

傾斜72°NE

概念図

※高角度の条線は認められるものの，複数認められないため，人為的にできたものと考えられる。

※走向は真北で示す。
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30㎜

条線観察結果（ボーリングM-12.5’[深度51.65m]（上盤側））

2㎜

拡大写真範囲

観察面写真

観察面拡大写真 詳細観察写真

掘進方向

レイク（°）

概念図

走向N51°W

傾斜76°NE

0°

観察面

※走向は真北で示す。

5㎜

詳細観察範囲

1㎜

140°

条線方向

・条線のレイクは40°R（下盤側換算），変位センスは右横ずれ逆断層センス

条線方向及び礫周りの粘
土の非対称構造から，逆断
層センスを示す。

礫

粘土

6-79



条線観察結果（ボーリングM-12.5’’[深度50.00m]（上盤側））

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

掘進方向

レイク（°）

概念図

走向N51°W

傾斜79°NE

0°

観察面

※走向は真北で示す。

30㎜ 5㎜ 2㎜

115°

条線方向

・条線のレイクは65°R（下盤側換算），変位センスは不明 6-80



条線観察結果（駐車場底盤ボーリングNo.1（下盤側））

0°

レイク（°）

走向N50°W

掘進
方向

観察面

傾斜77°NE

概念図

4㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは20°R及び40°R，それぞれ変位センスは不明

1㎜

条線方向

20°

条線方向

40°

拡大写真範囲

40㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（駐車場底盤ボーリングNo.2（下盤側））

0°

レイク（°）

走向N46°W

掘進
方向

観察面

傾斜74°NE

概念図

・条線のレイクは20°R，変位センスは不明

4㎜

詳細観察範囲

2㎜

条線方向

20°

条線方向

70°

40㎜

拡大写真範囲

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

※走向は真北で示す。

・条線のレイクは70°R，変位センスは不明
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条線観察結果（駐車場底盤ボーリングNo.2（上盤側））

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N46°W

傾斜74°NE

0°

観察面

・条線のレイクは105°R（下盤側換
算），変位センスは不明

4㎜

詳細観察範囲

2㎜

条線方向

110°

条線方向

75°

40㎜

拡大写真範囲

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

※走向は真北で示す。

・条線のレイクは70°R （下盤側換
算） ，変位センスは不明 6-83



条線観察結果（ボーリングN-13[深度11.10m]（下盤側））

0°

レイク（°）

走向N50°W

掘進
方向

観察面

傾斜75°NE

概念図

10㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは50°R，変位センスは不明

2㎜

条線方向

50°

40㎜

拡大写真範囲

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（ボーリングN-13’[深度23.39m]（上盤側））

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N52°W

傾斜69°NE

0°

観察面

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

・条線のレイクは60°R（下盤側換算），変位センスは不明

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

条線方向

120°

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（ボーリングN-13.5'[深度10.90m]（上盤側））

条線方向

90°

20㎜ 10㎜ 2㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

・条線のレイクは90°R（下盤側換算），変位センスは逆断層センス

0°
走向N87°E

掘進
方向

観察面

傾斜73°NW

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。
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条線観察結果（ボーリングN-14.5[深度21.31m]（下盤側）①）

0°

レイク（°）

走向N55°W

掘進方向
（73°傾斜）

観察面

傾斜84°NE

概念図

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

40㎜

拡大写真範囲

10㎜ 1㎜

・条線のレイクは56°R，変位センスは不明

※走向は真北で示す。

詳細観察範囲

条線方向

56°
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条線観察結果（ボーリングN-14.5[深度21.31m]（下盤側）②）

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

40㎜

拡大写真範囲

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

条線方向

26°

・条線のレイクは26°R，変位センスは不明

0°

レイク（°）

走向N55°W

掘進方向
（73°傾斜）

観察面

傾斜84°NE

概念図
※走向は真北で示す。
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条線観察結果（ボーリングO-16[深度20.36m]（下盤側））

レイク（°）

掘進方向
（73°傾斜）

観察面

概念図

2㎜

条線方向

51°

10㎜

詳細観察範囲

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

・条線のレイクは51°R，変位センスは不明

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（えん堤左岸トレンチ底盤（下盤側）①）

観察面拡大写真 詳細観察写真

5㎜

詳細観察範囲

2㎜

90°

条線方向

・条線のレイクは90°R，変位センスは不明

トレンチ写真

W→

2m0

走向
N80°W

傾斜86°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図

観察面写真

10㎜

拡大写真範囲

←E

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（えん堤左岸トレンチ底盤（下盤側）②）

2㎜

110°

条線方向

観察面写真

詳細観察写真

10㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは110°R，変位センスは不明

トレンチ写真

←E W→

2m0

走向
N80°W

傾斜86°NE

0°

レイク（°）

観察面

概念図

観察面拡大写真

5㎜

詳細観察範囲

※走向は真北で示す。
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条線観察結果（ボーリングO-17.3[深度41.82m]（下盤側）①）

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

条線方向

28°

40㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは28°R，変位センスは不明

掘進方向
（45°傾斜）

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）
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条線観察結果（ボーリングO-17.3[深度41.82m]（下盤側）②）

2㎜

条線方向

63°

観察面写真 観察面拡大写真

40㎜

拡大写真範囲

亀裂

亀裂

亀裂

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

詳細観察範囲Ｂ

掘進方向
（45°傾斜）

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）
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条線観察結果（ボーリングO-17.3[深度41.82m]（下盤側）③）

詳細観察写真Ｂ

・条線のレイクは63°R，変位センスは右ずれ逆断層センス

亀裂

亀裂

亀裂

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

1㎜ 0.5㎜

詳細観察写真Ｃ

詳細観察範囲Ｃ

掘進方向
（45°傾斜）

観察面

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）
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条線観察結果（ボーリングO-17.5[深度25.29m]（下盤側））

観察面拡大写真 詳細観察写真

レイク（°）

掘進方向
（45°傾斜）

観察面

概念図

10㎜

詳細観察範囲

1㎜

条線方向

40°

・条線のレイクは40°R，変位センスは不明

※走向は真北で示す。

観察面写真

40㎜

拡大写真範囲
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（３）薄片観察結果
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S-1の薄片観察結果

位置図

・変位センスが判読できるものは全て逆断層センスであり，条線のレイクを考慮すると，S-1の運動方向は右横ずれ逆断層センスとなる。

M-12.5

給水処
理建屋

駐車場

N-13

N-13.5'N-13'

N-14.5

O-16

O-17.3

O-17.5

J-9''

R-7

Ｂトレンチ
Ａトレンチ

X-2

岩盤調査坑（3データ）

K-10

えん堤左岸トレンチ

L-12.2

青字：薄片観察箇所

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-1（EL28m)

水平ボーリング孔

M-12.5''

M-12.5'

調査地点 粘土の厚さ（cm)
走向／傾斜

（走向は真北）
条線のレイク

変位センス

（条線観察）

変位センス

（薄片観察）

R-7 深度153.35m 0.3～0.7 N62°W/70°NE 55°R 右横ずれ逆断層 －

Sd-2（水平ボーリング） 1 N62°W/70°NE 63°R 右横ずれ逆断層 －

岩盤調
査坑

水平ボーリングNo.23-1 0.35～0.6 N57°W/72°NE 60°R （不明） 右横ずれ逆断層

No.24-2ブロック(1) 0.6 N61°W／73°NE 45°R 右横すれ逆断層 右横ずれ逆断層

No.25-2ブロック(1) 0.55～0.65 N54°W／78°NE 40°R 右横ずれ逆断層 右横ずれ逆断層

X-2 深度37.38m フィルム状～0.1 N40°W/78°NE
30°R （不明） －

80°R （不明） －

J-9'' 深度29.33m 0.25 N83°E/73°NW 50°R （不明） －

K-10 深度16.95m フィルム状 N69°W/66°NE 40°R （不明） －

L-12.2 深度41.93m 0.1～0.15 N38°W/79°NE 40°R 右横ずれ逆断層 －

M-12.5 深度63.43m フィルム状～0.5 N62°W/72°NE
60°R （不明） －

45°R （不明） －

M-12.5’ 深度51.65m 1.4～1.8 N51°W/76°NE 40°R 右横ずれ逆断層 右横ずれ逆断層

M-12.5’’ 深度50.00m 0.7～0.9 N51°W/79°NE 65°R （不明） 右横ずれ逆断層

駐車場底盤ボーリングNo.1 2.5～5 N50°W/77°NE
20°R （不明） －

40°R （不明） －

駐車場底盤ボーリングNo.2
3.5～5

N46°W/74°NE

70°R （不明） －

20°R （不明） －

1.5～4.5 105°R （不明） －

N-13 深度11.10m 0.1～0.4 N50°W/75°NE 50°R （不明） －

N-13’ 深度23.39m フィルム状～0.2 N52°W/69°NE 60°R （不明） －

N-13.5’ 深度10.90m 0.1～0.4 N87°E/73°NW 90° 逆断層 －

N-14.5 深度21.31m 0.1～0.2 N55°W/84°NE
56°R （不明） －

26°R （不明） －

O-16 深度20.36m 0.6～1.4 N63°NW/87°NE 51°R （不明） －

えん堤左岸トレンチ 底盤 0.25～0.3 N80°W/86°NE
90°R （不明） －

110°R （不明） －

O-17.3 深度41.82m 0.1～0.2 N75°W／78°NE
28°R （不明） －

63°R 右横ずれ逆断層 －

O-17.5 深度25.29m 0.2～0.3 N76°W／80°NE 40°R （不明） －
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S-1の運動方向（薄片観察結果） -岩盤調査坑水平ボーリングNo.23-1-

直交ニコル

下

上

北東南西

単ニコル

下

上

北東南西

粘土状
破砕部

・スメクタイトの配列から想定されるP面より，逆断層センスが推定される。

顕微鏡写真(構造等を加筆）

直交ニコル

顕微鏡写真

単ニコル

直交ニコル

単ニコル

0.5mm

No.23-1_60R_2

薄片作成位置付近（No.23-1_60R）

北東南西

上

下
5cm

観察面概念図（No.23-1_60R)

R

U

凡 例

変位方向

P面

Y面

■条線観察を実施した水平ボーリングの近傍のブロックを条線観察結果のレイク（60°Ｒ）で切断して作成した薄片を観察した。

5mm

5mm

0.5mm

0.5mm

0.5mm

薄片写真（S-1等を加筆）

←SW NE→

試料採取位置付近（No.23切羽）

S-1

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部
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S-1の運動方向（薄片観察結果） -岩盤調査坑No.24-2ブロック(1)-

直交ニコル

下

上

南西北東

単ニコル

下

上

南西北東

※左右反転

5mm※左右反転

顕微鏡写真(構造等を加筆）

直交ニコル

下

顕微鏡写真

直交ニコル

単ニコル

※左右反転 ※左右反転

※左右反転 ※左右反転 1mm

凡 例

変位方向

P面

Y面

■条線観察を実施したブロックを条線観察結果のレイク（40°Ｒ）で切断して作成した薄片を観察した。

・スメクタイトの配列から想定されるP面より，逆断層センスが推定される。

1mm

1mm

1mm

5mm

顕微鏡写真範囲

顕微鏡写真範囲

観察面概念図（No.24-2_40R)

←SW NE→

試料採取位置付近（No.24切羽）

S-1

薄片作成位置付近（No.24-2_40R）

南西 北東

上

下※左右反転 R

U

5cm

No.24-2_40R_2

薄片写真（S-1等を加筆）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部
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S-1の運動方向（薄片観察結果） -岩盤調査坑No.25-2ブロック(1)-

顕微鏡写真(構造等を加筆）

直交ニコル

顕微鏡写真

直交ニコル

単ニコル 単ニコル

※左右反転 ※左右反転

凡 例

変位方向

P面

Y面

北東

北東

直交ニコル

下

上

南西

単ニコル

下

上

南西

※左右反転

研磨片作成概念図（No.25-2_40R)

試料採取位置付近（No.25切羽）

←SW NE→

薄片作成位置付近（No.25-2_40R）

5cm

No.25-2_40R_1 北東

上

下

南西

※左右反転 R

U

S-1

・スメクタイトの配列から想定されるP面より，逆断層センスが推定される。

■条線観察を実施したブロックを条線観察結果のレイク（40°Ｒ）で切断して作成した薄片を観察した。

5mm

1mm

1mm

1mm

1mm

5mm

顕微鏡写真範囲

顕微鏡写真範囲

※左右反転 ※左右反転

※左右反転

薄片写真（S-1等を加筆）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部
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S-1の運動方向（薄片観察結果） -M-12.5'ボーリング-
■条線観察結果を踏まえ， 40°R の

レイクでボーリングコアを切断して
作成した薄片を観察した。

観察面概念図

掘進
方向

最新面 ボーリングコア

顕微鏡写真範囲

顕微鏡写真範囲

直交ニコル

単ニコル

薄片写真
顕微鏡写真

・粘土状破砕部中には明瞭なＹ面が認められ，そ
の近傍では粒子の配列や比較的連続性のよい
割れ目が認められる。この粒子の配列から想定さ
れるＰ面や割れ目から想定されるＲ１面より，上
盤（北東側）隆起の逆断層センスが推定される。

（北東）（南西）

（北東）（南西）

粘土状破砕部

直交ニコル

単ニコル

粘土状破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部
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S-1の運動方向（薄片観察結果） -M-12.5''ボーリング-
■条線観察結果を踏まえ， 65°R の

レイクでボーリングコアを切断して
作成した薄片を観察した。

観察面概念図

掘進
方向

ボーリングコア

・粘土状破砕部に沿ってＹ面が認められ，その近傍
では粒子の配列や比較的連続性のよい割れ目
が認められる。この粒子の配列から想定されるＰ
面や割れ目から想定されるＲ１面より，上盤（北東
側）隆起の逆断層センスが推定される。

顕微鏡写真範囲

顕微鏡写真範囲

直交ニコル

単ニコル

（北東）（南西）

（北東）（南西）

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

直交ニコル

単ニコル

粘土状
破砕部

粘土状
破砕部

薄片写真 顕微鏡写真

最新面
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6-103

データ集６－２

S-2・S-6の運動方向



（１）条線観察結果
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S-2・S-6の条線観察結果
試料名

走向/傾斜
（走向は真北）

条線観察結果 薄片観察結果

条線の
レイク※ 変位センス 薄片番号 変位センス

ボーリングM-5.9
（深度7.80m）

下盤側 N3°E/60°NW 80°Ｒ 右横ずれ逆断層 － －

事務本館前トレンチ 下盤側 N12°E/70°NW 140°R （不明） － －

ボーリングＬ-6’
（深度13.82m）

下盤側 N12°E/58°NW 120°R 左横ずれ逆断層 － －

ボーリングL-5.9
（深度18.00m）

下盤側 N6°E/59°NW
125°R 左横ずれ逆断層 － －

35°R （不明） － －

ボーリングK-6.1
（深度31.50m）

下盤側 N5°E/52°NW 100°R （不明） K-6.2_100R 左横ずれ逆断層

ボーリングF-8.5-1
（深度8.66m）

下盤側 N14°E/51°NW 150°R 左横ずれ逆断層 － －

ボーリングE-8.5-1
（深度8.33m）

下盤側 N5°E/51°NW 140°R 左横ずれ逆断層 E-8.5-1_140R 左横ずれ逆断層

ボーリングE-8.5-2
（深度8.55m）

上盤側 N8°E/51°NW
105°Ｒ （不明） E-8.5-2_105R （不明）

160°Ｒ （不明） E-8.5-2_160R 左横ずれ逆断層

ボーリングE-8.6-1
（深度8.52m）

下盤側 N7°E/65°NW 145°Ｒ （不明） E-8.6-1_145R 左横ずれ逆断層

ボーリングE-8.6‘
（深度11.40m）

上盤側 N11°E/46°NW 100°R （不明） E-8.6'_100R 左横ずれ逆断層

ボーリングE-8.6
（深度11.70m）

上盤側 NS/45°W 50°R （不明） － －

ボーリングE-8.7
（深度10.09m）

下盤側 N10°E/56°NW 75°R （不明） － －

No.1トレンチ-1 下盤側 N6°W/71°SW 100°R （不明） － －

No.1トレンチ-2 下盤側 N6°W/71°SW

80°Ｒ （不明） － －

105°Ｒ （不明） － －

130°Ｒ （不明） － －

No.1トレンチ 下盤側 N6°W/71°SW 120°R （不明）
No.1トレンチ
_120R_TE1

（不明）

No.2トレンチ 下盤側 N25°W/68°SW 80°R （不明）
No.2トレンチ

_80R_TE2
（不明）

No.2トレンチ-1 上盤側 N25°W/68°SW 100°Ｒ （不明） － －

No.2トレンチ-2 下盤側 N25°W/68°SW 90°R （不明） － －

ボーリングC-9.1
（深度10.82m）

下盤側 N27°E/57°NW 135°R （不明） － －

ボーリングC-9.1-1
（深度10.67m）

下盤側 N11°E/59°NW 110°R （不明） － －

ボーリングC-9.2
（深度10.56m）

下盤側 N12°E/56°NW 115°R （不明） － －

※ 上盤側で確認したレイクは下盤側に換算して示す

・S-2・S-6の運動方向は，概ね左横ずれ逆断層センスである。

M
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前
ト

レ
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赤字：条線観察箇所

K
-
6
.1

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-2・S-6（EL-4.7m)

位置図

N

N=25 N=25

N N

S-2･S-6の運動方向（下半球等角投影図）
（左側を北として表示）

S-2･S-6の条線の姿勢（下半球等角投影図）
（左側を北として表示）

・S-2･S-6は，おもに北北東-南南西走向，西傾斜であり，条線は北西方向の中角度である。

・変位センスが判読できるものは全て逆断層センスであり，条線のレイクを考慮すると，S-2･
S-6の運動方向は概ね左横ずれ逆断層センスとなる。

K
-
6
.2
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観察面写真 観察面拡大写真

・条線のレイクは80°R，変位センスは右横ずれ逆断層センス

詳細観察写真

亀裂

亀裂

亀裂

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

50㎜ 2㎜ 1㎜

条線方向

80°

拡大写真範囲 詳細観察範囲

条線方向及び礫周りの粘土の非対
称構造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

0°

レイク（°）

走向N3°E
掘進
方向

観察面

傾斜60°NW

概念図
※走向は真北で示す。

条線観察結果（ボーリングM-5.9[深度7.80m]）（下盤側）
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観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

詳細観察写真

※走向は真北で示す。

走向
N12°E

傾斜70°NW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

条線方向

140°

・条線のレイクは140°R，変位センスは不明

条線観察結果（事務本館前トレンチ）（下盤側）
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拡大写真範囲

40㎜ 10㎜

観察面写真 観察面拡大写真

0°

レイク（°）

走向N12°E
掘進
方向

観察面

傾斜58°NW

概念図
※走向は真北で示す。

詳細観察範囲Ｂ

詳細観察範囲Ａ

条線方向①

160°

条線方向②

120°

条線観察結果（ボーリングL-6’[深度13.82m]）（下盤側）①
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・条線①のレイクは160°R，変位センスは不明
・条線②のレイクは120°R，変位センスは左横ずれ逆断層センス

1㎜

詳細観察写真Ａ

亀裂

亀裂

亀裂

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

0°

レイク（°）

走向N12°E
掘進
方向

観察面

傾斜58°NW

概念図

詳細観察写真Ｂ

2㎜

条線方向①

160°

条線方向②

120°

・条線①のレイクは160°R，条線②のレイクは120°R
・不明瞭な条線①に重なって，明瞭な条線②が認められるこ
とから，条線①の後に条線②が形成されたと考えられる。

条線方向②

120°
※走向は真北で示す。

条線観察結果（ボーリングL-6’[深度13.82m]）（下盤側）②
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拡大写真範囲

20㎜
10㎜ 1㎜

詳細観察範囲

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

・条線のレイクは125°R，変位センスは左横ずれ逆断層センス

条線方向

125°

亀裂

亀裂

亀裂

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

0°

レイク（°）

走向N6°E
掘進
方向

観察面

傾斜59°NW

概念図
※走向は真北で示す。

条線観察結果（ボーリングL-5.9[深度18.00m]）（下盤側）①
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20㎜

観察面写真

・条線のレイクは35°R，変位センスは不明

観察面拡大写真 詳細観察写真

10㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

2㎜

条線方向

35°

0°

レイク（°）

走向N6°E
掘進
方向

観察面

傾斜59°NW

概念図
※走向は真北で示す。

条線観察結果（ボーリングL-5.9[深度18.00m]）（下盤側）②
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0°

レイク（°）

走向N5°E
掘進
方向

観察面

傾斜52°NW

概念図
※走向は真北で示す。

20㎜ 10㎜ 2㎜

条線方向

100°

・条線のレイクは100°R，変位センスは不明

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

拡大写真範囲

詳細観察範囲

条線観察結果（ボーリングK-6.1[深度31.50m]）（下盤側）
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0°

レイク（°）

走向N14°E
掘進
方向

観察面

傾斜51°NW

概念図
※走向は真北で示す。

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲A

観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲B

条線観察結果（ボーリングＦ-8.5-1[深度8.66m]）（下盤側）①
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2㎜

詳細観察写真B

条線方向

150°

・条線のレイクは150°R，変位センスは左横ずれ逆断層センス

0°

レイク（°）

走向N14°E
掘進
方向

観察面

傾斜51°NW

概念図
※走向は真北で示す。

条線方向及び礫周りの粘土の非対
称構造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

2㎜

詳細観察写真A

条線方向

150°

条線観察結果（ボーリングＦ-8.5-1[深度8.66m]）（下盤側）②
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2㎜

観察面拡大写真 詳細観察写真

10㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは140°R，変位センスは左横ずれ逆断層センス

0°

レイク（°）

走向N5°E
掘進
方向

観察面

傾斜51°NW

概念図
※走向は真北で示す。

観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

条線方向及び礫周りの粘土の非対
称構造から，逆断層センスを示す。

礫

粘土

条線方向

140°

条線観察結果（ボーリングE-8.5-1[深度8.33m]）（下盤側）
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2㎜

詳細観察写真

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N8°E

傾斜51°NW

0°

観察面

条線方向

75°

・条線のレイクは105°R（下盤側換算）， 160°R（下盤側換算），変位センスは不明

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

条線方向

20°

※走向は真北で示す。

条線観察結果（ボーリングE-8.5-2[深度8.55m]）（上盤側）
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2㎜

観察面拡大写真 詳細観察写真

10㎜

詳細観察範囲

・条線のレイクは145°R，変位センスは不明

観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

条線方向

145°

0°

レイク（°）

走向N7°E
掘進
方向

観察面

傾斜65°NW

概念図
※走向は真北で示す。

条線観察結果（ボーリングE-8.6-1[深度8.52m]）（下盤側）
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2㎜

観察面拡大写真 詳細観察写真

10㎜

詳細観察範囲

観察面写真

20㎜

拡大写真範囲

掘進
方向

レイク（°）

概念図

走向N11°E

傾斜46°NW

0°

観察面

※走向は真北で示す。

条線方向

80°

・条線のレイクは100°R（下盤側換算），変位センスは不明

条線観察結果（ボーリングE-8.6'[深度11.40m]）（上盤側）
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掘進
方向

レイク（°）

概念図

傾斜45°W

0°

観察面

10㎜

条線方向

130°

観察面拡大写真

・条線のレイクは50°R（下盤側換算），変位センスは不明

走向NS

※走向は真北で示す。

40㎜

拡大写真範囲

観察面写真

条線観察結果（ボーリングE-8.6[深度11.70m]）（上盤側）
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0°

レイク（°）

走向N10°E
掘進
方向

観察面

傾斜56°NW

概念図

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

40㎜

拡大写真範囲

10㎜

詳細観察範囲

1㎜

条線方向

75°

・条線のレイクは75°R，変位センスは不明

※走向は真北で示す。

条線観察結果（ボーリングE-8.7[深度10.09m]）（下盤側）
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観察面写真

40㎜
拡大写真範囲

・条線のレイクは100°R，変位センスは不明

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

詳細観察写真

条線方向

100°

※走向は真北で示す。

走向
N6°W

傾斜71°SW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

条線観察結果（No.1トレンチ-1）（下盤側）
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・条線のレイクは80°Ｒ，変位センスは不明

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

1㎜

詳細観察写真

※走向は真北で示す。

走向
N6°W

傾斜71°SW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

条線方向

80°

観察面写真

60㎜

拡大写真範囲

条線観察結果（No.1トレンチ-2）（下盤側）①
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観察面拡大写真

10㎜

※走向は真北で示す。

走向
N6°W

傾斜71°SW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

観察面写真

60㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは105°R，変位センスは不明

詳細観察写真

条線方向

105°

1㎜

詳細観察範囲

条線観察結果（No.1トレンチ-2）（下盤側）②
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観察面写真

60㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは130°R，変位センスは不明

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

詳細観察写真

※走向は真北で示す。

走向
N6°W

傾斜71°SW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

条線方向

130°

条線観察結果（No.1トレンチ-2）（下盤側）③
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観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは120°R，変位センスは不明

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

詳細観察写真

条線方向

120°

※走向は真北で示す。

走向
N6°W

傾斜71°SW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

条線観察結果（No.1トレンチ）（下盤側）
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観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

詳細観察写真

条線方向

80°

※走向は真北で示す。

走向
N25°W

傾斜68°SW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

条線観察結果（No.2トレンチ）（下盤側）①
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観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは80°R，変位センスは不明

観察面拡大写真

10㎜

1㎜

詳細観察写真

詳細観察範囲

条線方向

80°

※走向は真北で示す。

走向
N25°W

傾斜68°SW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

条線観察結果（No.2トレンチ）（下盤側）②
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観察面写真

60㎜

拡大写真範囲

観察面拡大写真

10㎜

条線方向

80°

※走向は真北で示す。

走向
N25°W

傾斜68°SW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

・条線のレイクは100°R（下盤側換算），変位センスは不明

条線観察結果（No.2トレンチ-1）（上盤側）
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観察面写真

40㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは90°R，変位センスは不明

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

※走向は真北で示す。

走向
N25°W

傾斜68°SW

観察面

概念図

0°

レイク（°）

下方向

2㎜

詳細観察写真

条線方向

90°

条線観察結果（No.2トレンチ-2）（下盤側）
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0°

レイク（°）

走向N27°E
掘進
方向

観察面

傾斜57°NW

概念図

観察面写真 詳細観察写真

40㎜

拡大写真範囲

2㎜

条線方向

135°

・条線のレイクは135°R，変位センスは不明

※走向は真北で示す。

観察面拡大写真

10㎜

詳細観察範囲

条線観察結果（ボーリングC-9.1[深度10.82m]）（下盤側）
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詳細観察写真観察面拡大写真

詳細観察範囲

観察面写真

条線方向

110°

拡大写真範囲

40㎜
10㎜ 2㎜

0°

レイク（°）

走向N11°E
掘進
方向

観察面

傾斜59°NW

概念図
※走向は真北で示す。

・条線のレイクは110°R，変位センスは不明

条線観察結果（ボーリングC-9.1-1[深度10.67m]）（下盤側）
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0°

レイク（°）

走向N12°E
掘進
方向

観察面

傾斜56°NW

概念図

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

40㎜

拡大写真範囲

10㎜

詳細観察範囲

2㎜

条線方向

115°

・条線のレイクは115°R，変位センスは不明

※走向は真北で示す。

条線観察結果（ボーリングC-9.2[深度10.56m]）（下盤側）
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（２）薄片観察結果
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S-2・S-6の薄片観察結果

・変位センスが判読できるものは全て逆断層センスであり，条線のレイクを考慮すると，S-2･S-6の運動方向は概ね左横ずれ逆断層センスとなる。

試料名
走向/傾斜

（走向は真北）

条線観察結果 薄片観察結果

条線の
レイク※ 変位センス 薄片番号 変位センス

ボーリングM-5.9
（深度7.80m）

下盤側 N3°E/60°NW 80°Ｒ 右横ずれ逆断層 － －

事務本館前トレンチ 下盤側 N12°E/70°NW 140°R （不明） － －

ボーリングＬ-6’
（深度13.82m）

下盤側 N12°E/58°NW 120°R 左横ずれ逆断層 － －

ボーリングL-5.9
（深度18.00m）

下盤側 N6°E/59°NW
125°R 左横ずれ逆断層 － －

35°R （不明） － －

ボーリングK-6.1
（深度31.50m）

下盤側 N5°E/52°NW 100°R （不明） K-6.2_100R 左横ずれ逆断層

ボーリングF-8.5-1
（深度8.66m）

下盤側 N14°E/51°NW 150°R 左横ずれ逆断層 － －

ボーリングE-8.5-1
（深度8.33m）

下盤側 N5°E/51°NW 140°R 左横ずれ逆断層 E-8.5-1_140R 左横ずれ逆断層

ボーリングE-8.5-2
（深度8.55m）

上盤側 N8°E/51°NW
105°Ｒ （不明） E-8.5-2_105R （不明）

160°Ｒ （不明） E-8.5-2_160R 左横ずれ逆断層

ボーリングE-8.6-1
（深度8.52m）

下盤側 N7°E/65°NW 145°Ｒ （不明） E-8.6-1_145R 左横ずれ逆断層

ボーリングE-8.6‘
（深度11.40m）

上盤側 N11°E/46°NW 100°R （不明） E-8.6'_100R 左横ずれ逆断層

ボーリングE-8.6
（深度11.70m）

上盤側 NS/45°W 50°R （不明） － －

ボーリングE-8.7
（深度10.09m）

下盤側 N10°E/56°NW 75°R （不明） － －

No.1トレンチ-1 下盤側 N6°W/71°SW 100°R （不明） － －

No.1トレンチ-2 下盤側 N6°W/71°SW

80°Ｒ （不明） － －

105°Ｒ （不明） － －

130°Ｒ （不明） － －

No.1トレンチ 下盤側 N6°W/71°SW 120°R （不明）
No.1トレンチ
_120R_TE1

（不明）

No.2トレンチ 下盤側 N25°W/68°SW 80°R （不明）
No.2トレンチ

_80R_TE2
（不明）

No.2トレンチ-1 上盤側 N25°W/68°SW 100°Ｒ （不明） － －

No.2トレンチ-2 下盤側 N25°W/68°SW 90°R （不明） － －

ボーリングC-9.1
（深度10.82m）

下盤側 N27°E/57°NW 135°R （不明） － －

ボーリングC-9.1-1
（深度10.67m）

下盤側 N11°E/59°NW 110°R （不明） － －

ボーリングC-9.2
（深度10.56m）

下盤側 N12°E/56°NW 115°R （不明） － －

※ 上盤側で確認したレイクは下盤側に換算して示す。
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■条線観察結果を踏まえ， 100°R 
のレイクでボーリングコアを切断し
て作成した薄片を観察した。

観察面概念図

掘進
方向

最新面
ボーリングコア

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

凡例

変位方向

R1面

Y面

P面

薄片写真

顕微鏡写真範囲

粘土状破砕部

下盤上盤

上

下 1cm

顕微鏡写真範囲

上

下 1cm

下盤上盤

（東)(西)

（東)(西)

粘土状破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部

顕微鏡写真

上盤 下盤

上

下

粘土状破砕部

1mm粘土状破砕部

上盤 下盤

上

下
1mm粘土状破砕部

(西) (東)

(西) (東)

粘土状破砕部

拡大写真

拡大写真範囲

0.5mm

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

直交ニコル

薄片観察結果（K-6.2_100R）

・粘土状破砕部中には明瞭なＹ面が認められ，その
近傍では粒子の長軸の並びや比較的連続性のよ
い割れ目が認められる。この粒子の長軸の並びか
ら想定されるＰ面や割れ目から想定されるＲ１面よ
り，上盤（西側）隆起の逆断層センスが推定される。 6-135



■条線観察結果を踏まえ， 140°R 
のレイクでボーリングコアを切断し
て作成した薄片を観察した。

観察面概念図

掘進
方向

ボーリングコア

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

薄片写真（左右反転）

顕微鏡写真範囲

粘土状破砕部

下盤上盤

上

下
1cm

粘土状破砕部

上

下 1cm

顕微鏡写真範囲

下盤上盤

粘土状破砕部

粘土状破砕部

（東)(西)

（東)(西)

粘土状破砕部

粘土状破砕部

顕微鏡写真（左右反転）

上盤 下盤

上

下

粘土状破砕部

1mm
粘土状破砕部

上盤 下盤

上

下 1mm

(西) (東)

(西) (東)

凡例

変位方向

R1面

Y面

P面

拡大写真

0.5mm

拡大写真範囲

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

直交ニコル

薄片観察結果（E-8.5-1_140R）

・粘土状破砕部中には明瞭なＹ面が認められ，
その近傍では粒子の配列や比較的連続性のよ
い割れ目が認められる。この粒子の配列から
想定されるＰ面や割れ目から想定されるＲ１面
より，上盤（西側）隆起の逆断層センスが推定さ
れる。

最新面
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■条線観察結果を踏まえ， 105°R 
のレイクでボーリングコアを切断し
て作成した薄片を観察した。

観察面概念図

掘進
方向

ボーリングコア

・粘土状破砕部中には粒子の長軸の並びや粒子の配列
がＹ面と斜交するように分布する箇所が認められるもの
の，特定方向には並んでおらず，変位センスを認定でき
るような構造は認められない。

顕微鏡写真（左右反転）

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

薄片写真（左右反転）

顕微鏡写真範囲

粘土状
破砕部

下盤上盤

上

下 1cm

上

下 1cm

上盤 下盤

上

下 1mm

凡例

Y面

上盤 下盤

上

下 1mm

粘土状
破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部

顕微鏡写真範囲

粘土状
破砕部

下盤上盤

粘土状
破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部

（東)(西) (西) (東)

（東)(西) (西) (東)

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

薄片観察結果（E-8.5-2_105R）

最新面
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■条線観察結果を踏まえ， 160°R 
のレイクでボーリングコアを切断
して作成した薄片を観察した。

観察面概念図

掘進
方向

ボーリングコア

顕微鏡写真

上盤 下盤

上

下 1mm
上

下 1mm

粘土状破砕部

粘土状破砕部

上盤 下盤

粘土状破砕部

粘土状破砕部

(西) (東)

(西) (東)

凡例

変位方向

R1面

Y面

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

顕微鏡写真範囲

粘土状破砕部

下盤上盤

上

下
1cm

上

下
1cm

粘土状
破砕部

顕微鏡写真範囲

粘土状破砕部

下盤上盤

粘土状
破砕部

薄片写真

（東)(西)

（東)(西)

拡大写真

0.5mm

拡大写真範囲

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

直交ニコル

薄片観察結果（E-8.5-2_160R）

・粘土状破砕部中には明瞭なＹ面が認められ，そ
の近傍では比較的連続性のよい割れ目が認めら
れる。この割れ目から想定されるＲ１面より，上盤
（西側）隆起の逆断層センスが推定される。

最新面
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■条線観察結果を踏まえ， 145°R 
のレイクでボーリングコアを切断し
て作成した薄片を観察した。

観察面概念図

掘進
方向

ボーリングコア

顕微鏡写真範囲

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

薄片写真（左右反転）

粘土状破砕部

下盤上盤

上

下
1cm

上

下

1cm

粘土状破砕部

（東)(西)

顕微鏡写真範囲

粘土状破砕部

下盤上盤

粘土状破砕部

（東)(西)

顕微鏡写真（左右反転）

上盤 下盤

上

下 1mm

下 1mm

粘土状破砕部

粘土状破砕部

上盤 下盤

粘土状破砕部

粘土状破砕部

(西) (東)

(西) (東)

上

凡例

変位方向

R1面

Y面

P面

拡大写真

0.5mm

拡大写真範囲

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

直交ニコル

薄片観察結果（E-8.6-1_145R）

・粘土状破砕部中には明瞭なＹ面が認められ，そ
の近傍では粒子の配列や比較的連続性のよい
割れ目が認められる。この粒子の配列から想定さ
れるＰ面や割れ目から想定されるＲ１面より，上
盤（西側）隆起の逆断層センスが推定される。

最新面
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■条線観察結果を踏まえ， 100°R のレイクで
ボーリングコアを切断して作成した薄片を観
察した。

・粘土状破砕部中には明瞭なＹ面が認められ，そ
の近傍では粒子が配列する。この粒子の配列
から想定されるＰ面より，上盤（西側）隆起の逆
断層センスが推定される。

観察面概念図

掘進
方向

ボーリングコア

1mm

下盤

上

下

上

粘土状破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部

粘土状破砕部

1mm

下盤

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

薄片写真

凡例

変位方向

P面

Y面

顕微鏡写真範囲

粘土状
破砕部

下盤上盤

上

下 1cm

粘土状
破砕部

顕微鏡写真範囲

粘土状
破砕部

上

下 1cm

粘土状
破砕部

上盤

下盤上盤 上盤

（東)(西) (西) (東)

（東)(西) (西) (東)

直交ニコル

単ニコル（構造等を加筆）

顕微鏡写真

下

薄片観察結果（E-8.6'_100R）

最新面
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No.1トレンチ_120R_TE1

薄片作成位置付近
（No.1トレンチ_120R_TE1）

西東

上

下
5cm

粘土状破砕部

■条線観察結果を踏まえ， 120°R のレイクでブロックを切断して作成した薄片を観察した。

・粘土状破砕部内部及びその周辺には，変位センスを認定できるような明瞭な構造は認められない。

直交ニコル

単ニコル

西東

西東

顕微鏡写真

上

下

上

粘土状破砕部

粘土状破砕部

下

粘土状破砕部

粘土状破砕部

顕微鏡写真範囲

粘土状破砕部

粘土状破砕部

顕微鏡写真範囲

粘土状破砕部

粘土状破砕部

直交ニコル

単ニコル

西東

西東

薄片写真

上

下

上

下

1cm

1cm

1mm

1mm

←E W→

試料採取位置付近（No.1トレンチ）

粘土状破砕部

0.5m

法面

底盤

薄片観察結果（No.1トレンチ_120R _TE1）
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No.2トレンチ_80R_TE2

薄片作成位置付近
（No.2トレンチ_80R_TE2）

東西

上

下
5cm

粘土状破砕部

■条線観察結果を踏まえ， 80°R のレイクでブロックを切断して作成した薄片を観察した。

・粘土状破砕部内部及びその周辺には，変位センスを認定できるような明瞭な構造は認められない。

直交ニコル

単ニコル

東西

東西

顕微鏡写真

上

下

上

粘土状破砕部

粘土状破砕部

顕微鏡写真範囲

粘土状
破砕部

粘土状破砕部

直交ニコル

単ニコル

東西

薄片写真

上

下

上

下

1cm

1cm

1mm

粘土状破砕部

粘土状
破砕部

東西

顕微鏡写真範囲

下

粘土状破砕部

1mm

粘土状破砕部

←W E→

試料採取位置付近（No.2トレンチ）

粘土状破砕部
0.5m

法面

底盤

薄片観察結果（No.2トレンチ_80R _TE2 ）
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